
第　58　号

奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校

令 和 四 年 度

ISSN　0387－1150

研　　究　　紀　　要



目 次

論文

宗祇独吟「月の秋」百韻注解　…………………………………………………………………………………………… 勢田　勝郭…………… 　　1



季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

51 しくそてに くもこすみねの ゆふまくれ 旅 山 聳 衣 夕

52 みやこのほかそ ゆくそらもなき 旅

53 かけよりも はなれぬともに わかれきて 人
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62 ひとひのゆめの みをなおもひそ 夢 述 □ 人 ×

63 よのなかは きのふもむなし あすもなし 述

64 いくたひかはる ふちせなるらむ 水

65 なかれきは とまりもあへす またうきて × 水

66 かへるみちあれ とほきしまくに × ×
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68 ふみたにかよふ ちきりともかな 恋
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75 おもかけに ねぬるをいかか みえつらむ 恋 夜
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77 おやをさへ とほきわかれに わすれきて 人

78 ひはてらせとも まよふやまみち 山 光
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89 ゆふかほの はひりののきは かたふきて 夏 草 居

90 なつふかくなる あをやきのかけ 夏 木

91 わたりせぬ ひともふねにや すすむらむ 夏 船 水 人

92 あきふくかせに うかふあさかは 秋 水 朝 風

93 やまみつの つつききのうへゆく きりはれて 秋 月 山 水 □ 聳 光 夜

94 たちしもみえぬ しきのひとこゑ 秋 鳥 聞

95 よそにのみ ききすくすへき あはれかは

96 かきりとおもへ けふのゆふくれ 夕

97 みをたのむ ひとやははななをも をしむらむ 春 木 人

98 かたえうちちる にはのつまなし 春 木 居

99 やまさとは かすみもはるの あめににて 春 山 居 降 聳

00 いはほのなかれ おともたえせす 水 聞
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 つつききのあき ははななのはるたつ あしたかな 春 月 木 光 朝

02 かすみにちかき ゆゆききのおもかけ 春 降 聳

03 みつけふる みやまのこほり ひまみえて 春 山 水

04 ゆふかせあらき かはつらのさと 水 居 夕 風

05 あしそよく かけにをふねや とまるらむ 船 旅 草 水

06 かかれはつゆを はらふたひひと 秋 旅 降 人

07 なくむしの こころしらるる のへにねて 秋 虫 夜

08 まくらすさまし ふけやはつらむ 秋 枕 夜

09 ゆくつつききも とほききぬたの のこるよに 秋 月 光 □ 夜

10 つらきかせとふ やまもとのいほ 山 居 風

11 おいきこそ なほわかともと まつをみて 松 述 木 ×

12 くちすはいとと みをいかにせむ 述 人

13 おろかなる なをやとめむと なけくよに 述

14 おもひもすてよ あさきことのは

15 いつはりに たえぬちきりの はてもうし 恋

16 かよひしひとも ゆめのうきはし 夢 恋 × 人 夜

17 たつねみる よかはのつつききの かけふけて 秋 月 光 名 夜

18 みねなるてらは たたあきのかせ 秋 山 釈 風

19 しかならて おちはをわくる あともなし 秋 木 獣

20 かれののこかけ しもうつむころ 冬 木 降

21 くさむすふ あさとをさむみ ひのさして 冬 旅 × 居 光 朝

22 たけるましはを のこすわひひと 人

23 たくはへや おもひになるを わするらむ

24 みつれはかくる ことわりをしれ

25 さやかなる つつききもさかりの みしかよに 夏 月 光 夜

26 ささくくららかうへの あけほののいろ 春 木 △ 夜

27 かすみより よしののみたけ かねなりて 春 山 聳 名 夜

28 はるをしつかに つくすおくやま 春 山

29 ときにあふ ひとやうつれは うらむらむ 人

30 ちきりおくこそ よははかなけれ 恋

31 かせのつゆ ひかけのしもを いのちにて 恋 降 光 風

32 まよふこころや くもきりのはて 秋 □ 聳

33 ふるさとを そらにおもひの あきのくれ 秋 旅 居 夕

34 かりのなみたも なほたひのそて 秋 涙 旅 鳥 衣

35 まくらしく よふねのおきに  つつききふけて 秋 枕船月　 旅 水 光 夜

36 しらぬやまみる なみのをちかた 旅 山 水

37 むさしのや をはなかすゑの  ゆゆききたかみ 冬 草 降 名

38 いかなるかせの またしくるらむ 冬 降 風

39 さためなき ひとをわすれて まつくれに 恋 人 夕

40 けにあたなりや いまはたのまし 恋

41 のちのよを いのれとかみや おもふらむ 神

42 としはいすすの なみのはやかは 述 水 名

43 やままつの ももえのかけは なほふかし 松 木 山

44 をかへになひく はしのひとむら 秋 木 山

45 うすきりの ゆふひかくれに もすなきて 秋 鳥 □ 聳 光 夕

46 きみかあたりは つゆもみまほし 秋 恋 降 人

47 いててこそ とふをもしらめ かとのまへ 恋 居

48 かせにまきるる よはのおとつれ 恋 夜 風

49 たまあられ まくらのつつききに またちりて 冬 枕月 恋 降 光 夜

50 やまちかなしき ささのかりふし 旅 竹 山 夜

宗祇独吟「月の秋」百韻去嫌一覧（Ⅰ）
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特
に
向
こ
う
岸
に
渡
る
用
の
な
い
人
も
、
納
涼
の
た
め
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

渡
り
せ
ぬ
人
も
船
に
や
涼
む
ら
む

　
　

92　

秋
吹
く
風
に
浮
か
ぶ
朝
川

《
解 

釈
》
初
秋
の
川
辺
の
朝
、
風
が
涼
し
い
。
一
艘
の
船
が
浮
か
ん
で
い
る
が
、
そ
の
船
に
は
、
特

に
向
こ
う
岸
に
渡
る
用
の
な
い
人
も
、
納
涼
の
た
め
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

※ 

「
船
」
に
「
浮
か
ぶ
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
む
か
ふ
波
あ
と
に
な
り
つ
る
沖
つ
船
／
青
海
原
に
浮

か
ぶ
大
空
」（
文
安
月
千
句
・
第
五
「
何
路
」
六
三
／
六
四
）
な
ど
。
た
だ
し
「
船
」
に
「
浮
か
ぶ
」

は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

秋
吹
く
風
に
浮
か
ぶ
朝
川

　
　

93　

山
水
の
月
の
上
ゆ
く
霧
は
れ
て

《
解 

釈
》
霧
に
包
ま
れ
た
山
の
朝
、
水
の
流
れ
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
。
風
が
吹
い
て
霧
が
払
わ
れ

る
と
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
川
面
に
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
月
の
浮
か
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。

※ 

「
浮
か
ぶ
」
の
は
、
先
の
付
合
で
は
「
船
」
。
こ
の
付
合
で
は
「
月
」
と
な
る
。
所
謂
「
体
付
」

で
あ
る
。

※ 

水
辺
が
三
句
連
続
す
る
の
で
体
用
の
沙
汰
が
必
要
で
あ
る
が
、
第
九
一
句
の
「
船
」
は
体
用
の
外

で
あ
る
の
で
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　

山
水
の
月
の
う
へ
ゆ
く
霧
は
れ
て

　
　

94　

立
ち
し
も
見
え
ぬ
鴫
の
一
声

《
解 

釈
》
山
中
の
水
の
流
れ
、
霧
が
晴
れ
る
と
、
水
面
に
月
が
映
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
鴫
の
鳴

き
立
つ
声
が
し
た
が
、
夜
の
闇
に
紛
れ
て
姿
は
見
え
な
い
。

　
　
　
　
　

立
ち
し
も
見
え
ぬ
鴫
の
一
声

　
　

95　

余
所
に
の
み
聞
き
す
ぐ
す
べ
き
あ
は
れ
か
は

《
解 

釈
》
ど
こ
か
で
鴫
の
鳴
き
立
つ
声
が
し
た
が
、
闇
に
紛
れ
て
姿
は
見
え
な
い
。
私
の
よ
う
な
者

に
も
、
本
当
に
身
に
し
み
て
感
じ
ら
れ
る
秋
の
情
趣
で
あ
る
。

※ 

「
立
つ
鴫
」
に
「
あ
は
れ
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
霧
わ
た
る
田
の
面
の
末
に
鴫
立
ち
て
／
今
折
か

ら
の
あ
は
れ
を
ぞ
知
る
」
（
寛
正
七
年
二
月
四
日
「
何
人
」
四
七
／
四
八
）
な
ど
。
「
心
な
き
身
に

も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」
（
新
古
今
・
四
‐
三
六
二
、
西
行
法
師
）
が

有
名
。

　
　
　
　
　

余
所
に
の
み
聞
き
す
ぐ
す
べ
き
あ
は
れ
か
は

　
　

96　

か
ぎ
り
と
思
へ
今
日
の
夕
暮

《
解 

釈
》
今
日
も
夕
暮
に
な
っ
た
。
老
い
果
て
て
明
日
を
も
知
ら
ぬ
命
。
私
は
今
夜
に
も
、
誰
に
も

見
と
ら
れ
ず
に
寂
し
く
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
人
よ
、
誰
か
一
人
で
も
い
い
か
ら
、
こ
の

私
の
こ
と
を
他
人
事
と
思
わ
な
い
で
、
憐
れ
ん
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

か
ぎ
り
と
思
へ
今
日
の
夕
暮

　
　

97　

身
を
た
の
む
人
や
花
を
も
惜
し
む
ら
む

《
解 

釈
》
春
の
夕
暮
、
人
々
は
散
り
ゆ
く
花
を
惜
し
ん
で
い
る
。
何
故
惜
し
む
の
か
？　

明
日
も
自

分
は
生
き
て
い
て
、
花
が
残
っ
て
お
れ
ば
、
そ
れ
を
明
日
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
込
ん

で
い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
？　

し
か
し
、
こ
の
世
は
無
常
、
人
の
命
は
明
日
知
れ
ぬ
も
の
。

そ
れ
を
真
実
に
知
っ
て
い
る
人
な
ら
、
花
の
散
る
の
を
見
て
も
惜
し
く
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う
。

※ 

『
萱
草
』
に
入
集
（
伊
地
知
本
二
一
三
）
。
『
老
葉
』
に
入
集
（
宗
訊
筆
本
一
七
〇
、
毛
利
本

一
六
八
、
筑
波
大
学
本
一
六
八
、
愚
句
老
葉
二
〇
九
）
。
『
愚
句
老
葉
』
自
注
は
「
か
く
れ
な
し
」
、

宗
長
注
は
「
花
に
世
の
常
な
き
を
云
ふ
に
や
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

身
を
た
の
む
人
や
花
を
も
惜
し
む
ら
む

　
　

98　

片
枝
う
ち
ち
る
庭
の
つ
ま
梨

《
解 

釈
》
庭
に
植
え
ら
れ
た
梨
の
木
の
片
枝
の
花
が
、
は
ら
は
ら
と
散
っ
て
い
る
。
梨
の
実
が
な
っ

た
ら
、
そ
の
実
を
食
べ
よ
う
と
当
て
に
し
て
い
る
人
は
、
花
が
散
る
の
も
、
惜
し
い
と
感
じ
る

の
だ
ろ
う
か
。

※ 

「
身
」
を
「
実
」
に
取
り
な
し
た
俳
諧
的
な
付
合
で
あ
る
。
近
代
の
研
究
者
に
は
殆
ど
無
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
宗
祇
の
一
体
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
付
合
で
あ
る
。

※ 

一
句
の
仕
立
て
は
「
生
の
浦
に
片
枝
さ
し
お
ほ
ひ
成
る
梨
の
成
り
も
成
ら
ず
も
寝
て
か
た
ら
は
む
」

（
古
今
・
二
〇
‐
一
〇
九
九
、
大
歌
所
歌
）
を
本
歌
と
す
る
。

　
　
　
　
　

片
枝
う
ち
ち
る
庭
の
つ
ま
梨

　
　

99　

山
里
は
霞
も
春
の
雨
に
似
て

《
解 

釈
》
そ
れ
が
霞
に
包
ま
れ
た
山
里
の
庭
の
梨
の
木
。
片
枝
の
花
が
は
ら
は
ら
と
散
っ
て
い
る
。

そ
の
様
は
、
涙
に
暮
れ
る
美
女
に
例
え
ら
れ
た
「
梨
の
花
が
春
の
雨
に
濡
れ
て
い
る
姿
」
を
彷

彿
さ
せ
る
。

※ 

「
梨
」
に
「
春
の
雨
」
が
寄
合
。
『
長
恨
歌
』
に
「
梨
花
一
枝
春
帯
雨
」
と
あ
る
の
が
典
拠
。
先

例
は
「
霞
の
こ
む
る
つ
ま
梨
の
花
／
人
も
見
よ
わ
が
衣
手
の
春
の
雨
」（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
一
「
何

人
」
八
二
／
八
三
）
な
ど
。
『
長
恨
歌
』
を
本
説
に
し
た
付
合
は
、
こ
れ
で
二
つ
目
に
な
る
が
、

如
何
。

　
　
　
　
　

山
里
は
霞
も
春
の
雨
に
似
て

　
　

00　

岩
ほ
の
流
れ
音
も
絶
え
せ
ず

《
解 

釈
》
山
里
の
春
は
一
面
の
霞
で
、
春
雨
が
降
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
霞
の
奥

か
ら
、
厳
を
流
れ
る
水
の
音
が
聞
こ
え
、
そ
れ
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。

※ 
霞
を
春
雨
に
見
ま
が
う
証
歌
と
し
て
は
「
春
雨
は
降
ら
で
も
く
れ
ぬ
天
つ
空
く
も
る
と
見
る
ぞ
霞

な
り
け
る
」
（
建
長
八
年
九
月
十
三
日
百
首
歌
合
・
一
一
五
）
が
解
り
や
す
い
。

※ 

挙
句
は
慶
賀
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
句
と
す
る
の
が
作
法
。
そ
の
作
法
ど
お
り
に
百
韻
を
終
え
る
。

季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 つつききのあき ははななのはるたつ あしたかな 春 月 木 光 朝

02 かすみにちかき ゆゆききのおもかけ 春 降 聳

03 みつけふる みやまのこほり ひまみえて 春 山 水

04 ゆふかせあらき かはつらのさと 水 居 夕 風

05 あしそよく かけにをふねや とまるらむ 船 旅 草 水

06 かかれはつゆを はらふたひひと 秋 旅 降 人

07 なくむしの こころしらるる のへにねて 秋 虫 夜

08 まくらすさまし ふけやはつらむ 秋 枕 夜

09 ゆくつつききも とほききぬたの のこるよに 秋 月 光 □ 夜

10 つらきかせとふ やまもとのいほ 山 居 風

11 おいきこそ なほわかともと まつをみて 松 述 木 人

12 くちすはいとと みをいかにせむ 述 人

13 おろかなる なをやとめむと なけくよに 述

14 おもひもすてよ あさきことのは

15 いつはりに たえぬちきりの はてもうし 恋

16 かよひしひとも ゆめのうきはし 夢 恋 × 人 夜

17 たつねみる よかはのつつききの かけふけて 秋 月 光 名 夜

18 みねなるてらは たたあきのかせ 秋 山 釈 風

19 しかならて おちはをわくる あともなし 秋 木 獣

20 かれののこかけ しもうつむころ 冬 木 降

21 くさむすふ あさとをさむみ ひのさして 冬 旅 × 居 光 朝

22 たけるましはを のこすわひひと 人

23 たくはへや おもひになるを わするらむ

24 みつれはかくる ことわりをしれ

25 さやかなる つつききもさかりの みしかよに 夏 月 光 夜

26 ささくくららかうへの あけほののいろ 春 木 △ 夜

27 かすみより よしののみたけ かねなりて 春 山 聳 名 夜

28 はるをしつかに つくすおくやま 春 山

29 ときにあふ ひとやうつれは うらむらむ 人

30 ちきりおくこそ よははかなけれ 恋

31 かせのつゆ ひかけのしもを いのちにて 恋 降 光 風

32 まよふこころや くもきりのはて □ 聳

33 ふるさとを そらにおもひの あきのくれ 秋 旅 居 夕

34 かりのなみたも なほたひのそて 秋 涙 旅 鳥 衣

35 まくらしく よふねのおきに  つつききふけて 秋 枕船月　 旅 水 光 夜

36 しらぬやまみる なみのをちかた 旅 山 水

37 むさしのや をはなかすゑの  ゆゆききたかみ 冬 草 降 名

38 いかなるかせの またしくるらむ 冬 降 風

39 さためなき ひとをわすれて まつくれに 恋 人 夕

40 けにあたなりや いまはたのまし 恋

41 のちのよを いのれとかみや おもふらむ 神

42 としはいすすの なみのはやかは 述 水 名

43 やままつの ももえのかけは なほふかし 松 木 山

44 をかへになひく はしのひとむら 秋 木 山

45 うすきりの ゆふひかくれに もすなきて 秋 鳥 □ 聳 光 夕

46 きみかあたりは つゆもみまほし 秋 恋 降 人

47 いててこそ とふをもしらめ かとのまへ 恋 居

48 かせにまきるる よはのおとつれ 恋 夜 風

49 たまあられ まくらのつつききに またちりて 冬 枕月 恋 降 光 夜

50 やまちかなしき ささのかりふし 旅 竹 山 夜

宗祇独吟「月の秋」百韻去嫌一覧（Ⅰ）

初
　
表

初
　
裏

二
　
裏

二
　
表

3
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身
に
し
む
月
に
か
へ
る
さ
の
空

　
　

83　

憂
き
人
の
心
の
嵐
吹
き
す
て
よ

《
解 
釈
》
今
夜
も
ま
た
、
一
目
逢
い
た
い
と
あ
の
人
の
所
を
訪
れ
た
け
れ
ど
、
逢
っ
て
は
も
ら
え
な
か
っ

た
。
あ
の
人
は
、
ど
う
し
て
こ
う
も
私
に
対
し
て
、
嵐
の
よ
う
に
辛
く
激
し
く
当
た
る
の
だ
ろ

う
か
。
あ
の
人
の
心
の
嵐
が
吹
き
や
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
が
、
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

帰
る
道
す
が
ら
、
月
は
ま
だ
空
に
残
り
、
そ
の
光
は
身
に
滲
み
入
る
よ
う
だ
。

※ 

「
吹
き
捨
て
る
」
は
、
批
判
を
承
知
で
、
（
嵐
が
一
時
的
に
）
「
吹
い
て
、
（
や
が
て
）
そ
の
ま
ま

止
む
」
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
。
「
一
む
ら
の
時
雨
は
過
ぎ
て
吹
き
捨
つ
る
嵐
の
後
に

雲
ぞ
た
ゞ
よ
ふ
」
（
延
文
百
首
・
七
五
六
、
覚
誉
）
な
ど
、
そ
の
例
と
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

如
何
。

　
　
　
　
　

憂
き
人
の
心
の
嵐
吹
き
す
て
よ

　
　

84　

雪
だ
に
道
を
残
す
谷
の
戸

《
解 

釈
》
世
は
乱
れ
、
人
の
心
中
に
は
辛
く
激
し
い
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
賢
人
は
そ
れ
を
厭
っ

て
世
を
避
け
て
山
に
入
る
が
、
い
つ
か
穏
や
か
な
世
と
な
り
世
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
雪
ま
で
も
が
、
谷
の
入
り
口
の
道
を
埋
め
尽
く
さ

ず
に
い
る
よ
う
だ
。

※ 

「
憂
き
人
の
心
」
を
乱
世
の
人
心
に
取
り
な
し
、
句
境
を
「
恋
」
か
ら
転
じ
た
付
合
と
し
て
解
釈

し
た
。
如
何
。
賢
人
は
、
乱
世
に
は
世
を
遁
れ
、
治
ま
れ
ば
世
に
帰
る
と
い
う
の
は
、
特
に
典
拠

を
挙
げ
ず
と
も
、
「
竹
林
の
七
賢
」
な
ど
、
古
典
文
学
で
は
常
識
と
さ
れ
る
発
想
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

雪
だ
に
道
を
残
す
谷
の
戸

　
　

85　

氷
室
山
を
さ
ま
れ
る
代
の
跡
あ
り
て

《
解 

釈
》
昔
、
氷
室
が
営
ま
れ
た
山
、
今
で
も
猶
そ
の
跡
だ
け
は
残
っ
て
い
る
。
谷
の
入
口
は
雪
に

覆
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
氷
室
へ
の
道
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
ま
る
で
聖
代

の
治
世
を
忘
れ
る
な
と
言
う
か
の
よ
う
で
あ
る
。

※ 

「
氷
室
山
」
は
山
城
国
の
名
所
。
『
延
喜
式
』
に
は
、
山
城
国
内
に
六
か
所
の
地
名
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
連
歌
で
は
「
松
ヶ
崎
」
と
の
寄
合
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
今
の
京

都
市
左
京
区
上
高
野
氷
室
山
で
あ
る
。
「
吹
き
越
ゆ
る
高
根
お
ろ
し
の
松
が
崎
／
氷
室
守
る
て
ふ

袖
の
寒
け
さ
」
（
文
安
雪
千
句
・
第
一
「
何
路
」
八
一
／
八
二
）
な
ど
。

※ 

「
雪
」
に
「
氷
室
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
踏
み
わ
け
て
い
や
固
ま
れ
る
雪
の
上
／
こ
れ
や
守
る
て

ふ
氷
室
な
る
ら
む
」
（
文
安
四
年
九
月
六
日
「
山
何
」
八
七
／
八
八
）
な
ど
。

※ 

「
氷
室
」
は
夏
季
だ
が
、
名
所
の
「
氷
室
山
」
は
無
季
。
従
っ
て
、
第
八
九
句
と
指
合
に
な
ら
な

い
。

　
　
　
　
　

氷
室
山
を
さ
ま
れ
る
代
の
跡
あ
り
て

　
　

86　

高
津
の
宮
の
昔
な
ら
ば
や

《
解 

釈
》
難
波
高
津
宮
を
都
と
し
た
仁
徳
天
皇
の
御
代
、
世
は
治
ま
り
、
各
地
の
氷
室
か
ら
毎
年
氷

が
献
上
さ
れ
て
い
た
と
言
う
。
こ
の
乱
世
、
各
地
の
氷
室
は
た
だ
そ
の
跡
を
残
す
ば
か
り
で
あ

る
が
、
昔
の
聖
代
の
治
世
が
ひ
た
す
ら
慕
わ
し
く
思
わ
れ
る
。

※ 

「
高
津
の
宮
」
は
仁
徳
天
皇
が
都
し
た
所
。
大
阪
市
内
に
諸
説
が
あ
る
。
「
い
に
し
へ
の
な
に
は

の
事
を
思
ひ
出
で
ゝ
高
津
の
宮
に
月
の
澄
む
ら
む
」
（
金
葉
：
二
度
本
・
三
‐
一
九
七
、
参
議
師
頼
）

な
ど
。

　
　
　
　
　

高
津
の
宮
の
昔
な
ら
ば
や

　
　

87　

た
て
か
ぬ
る
賎
が
煙
を
誰
か
見
む

《
解 

釈
》
困
窮
し
た
民
は
食
べ
る
物
が
な
く
、
炊
事
の
煙
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
難
波
高
津

の
宮
に
都
し
た
仁
徳
天
皇
は
、
そ
れ
を
見
て
三
年
間
の
貢
税
を
止
め
た
と
い
う
。
し
か
し
今
、

そ
ん
な
民
の
困
窮
に
注
意
を
払
う
人
は
誰
も
い
な
い
。
昔
の
聖
代
の
治
世
が
、
ひ
た
す
ら
慕
わ

し
く
思
わ
れ
る
。

※ 

有
名
な
「
民
の
竈
」
の
説
話
で
あ
る
の
で
、
詳
細
は
省
略
す
る
。
「
貢
物
免
さ
れ
て
国
富
め
る
を

御
覧
じ
て
：
高
き
屋
に
の
ぼ
り
て
見
れ
ば
煙
た
つ
民
の
竈
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（
新
古
今
・
七
‐

七
〇
七
、
仁
徳
天
皇
御
製
）
。
元
来
の
記
事
は
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
即
位
四
年
及
び
七
年
の

条
に
見
え
る
。

　
　
　
　
　

た
て
か
ぬ
る
賎
が
煙
を
誰
か
見
む

　
　

88　

小
家
ぞ
里
の
中
に
隠
る
ゝ

《
解 

釈
》
里
の
家
並
に
隠
れ
た
小
さ
い
家
。
そ
こ
に
住
む
人
は
、
困
窮
し
て
朝
夕
の
炊
事
の
煙
も
立

て
か
ね
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
に
、
一
体
誰
が
気
付
く
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

小
家
ぞ
里
の
中
に
隠
る
ゝ

　
　

89　

夕
顔
の
這
入
り
の
軒
端
か
た
ぶ
き
て

《
解 

釈
》
里
の
家
並
に
隠
れ
た
小
家
。
軒
は
傾
き
、
夕
顔
の
蔓
が
這
入
っ
て
軒
端
に
花
を
咲
か
せ
て

い
る
。

※ 

「
小
家
」
と
「
夕
顔
」
と
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
小
家
の
軒
端
煙
立
つ
な
り
／
夕
顔
の
色
も
わ
か

れ
ぬ
黄
昏
に
」
（
文
禄
二
年
五
月
十
六
日
「
何
路
」
七
〇
／
七
一
）
な
ど
。
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻

に
「
げ
に
、
い
と
小
家
が
ち
に
、
む
つ
か
し
げ
な
る
わ
た
り
の
こ
の
面
か
の
面
、
あ
や
し
く
う
ち

よ
ろ
ぼ
ひ
て
、
む
ね
〳
〵
し
か
ら
ぬ
軒
な
ど
に
這
ひ
ま
つ
は
れ
た
る
を
」
云
々
と
見
え
る
。
そ
の

面
影
で
あ
る
。

※ 

『
萱
草
』
に
入
集
す
る
。
た
だ
し
、
句
形
は
「
夕
顔
の
茂
み
の
垣
ほ
」
云
々
と
な
っ
て
い
る
（
伊

地
知
本
三
六
五
）
。
私
に
は
百
韻
の
形
の
方
が
ど
う
み
て
も
上
出
来
と
思
わ
れ
る
が
、
如
何
。

　
　
　
　
　

夕
顔
の
這
入
り
の
軒
端
か
た
ぶ
き
て

　
　

90　

夏
深
く
な
る
青
柳
の
か
げ

《
解 

釈
》
家
の
軒
は
傾
き
、
夕
顔
の
蔓
が
這
入
っ
て
軒
端
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
門
の
柳
も
青
々

と
繁
り
、
い
か
に
も
夏
の
風
情
が
深
い
。

　
　
　
　
　

夏
深
く
な
る
青
柳
の
か
げ

　
　

91　

渡
り
せ
ぬ
人
も
船
に
や
涼
む
ら
む

《
解 

釈
》
夏
の
川
辺
、
岸
の
柳
も
青
々
と
繁
り
、
い
か
に
も
夏
の
風
情
が
深
い
。
そ
の
陰
の
船
に
は
、

4
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の
か
し
ら
。

※ 
恋
の
付
合
と
し
て
解
釈
し
た
が
、
如
何
。
そ
う
す
る
と
、
前
後
の
句
は
明
確
に
「
恋
」
で
は
な
い

の
で
、
「
恋
」
が
一
句
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
恋
」
の
一
句
捨
て
は
、
文
亀
二
年
の

「
肖
柏
補
訂
」
に
お
い
て
否
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
連
歌
に
お
い
て
実
際
ど
れ
ほ
ど
徹
底
さ

れ
て
い
た
か
、
現
在
の
連
歌
研
究
は
未
解
明
で
あ
る
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

※ 

解
釈
の
後
半
、
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
そ
の
人
は
、
私
を
恋
し
く
思
っ
て
い
る
の
か
し
ら
」
と
い
う

の
も
可
能
か
と
思
わ
れ
、
選
択
に
迷
っ
た
。
証
歌
と
し
て
は
、
「
男
の
は
じ
め
て
人
の
も
と
に
遣

は
し
け
る
に
、
代
は
り
て
よ
め
る
：
お
ぼ
め
く
な
誰
と
も
な
く
て
宵
〴
〵
に
夢
に
見
え
け
む
我
ぞ

そ
の
人
」
（
後
拾
遺
・
一
一
‐
六
一
一
、
和
泉
式
部
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
代
人
に
と
っ
て
無
難

と
思
わ
れ
る
方
を
選
ん
だ
。
如
何
。

　
　
　
　
　

面
か
げ
に
寝
ぬ
る
を
い
か
ゞ
見
え
つ
ら
む

　
　

76　

お
ど
ろ
く
時
ぞ
身
の
咎
を
し
る

《
解 

釈
》
寝
て
い
る
間
に
、
あ
る
人
が
夢
に
現
れ
た
。
目
が
覚
め
て
後
、（
そ
の
人
の
告
げ
に
よ
っ
て
）

自
ら
が
過
去
に
犯
し
た
咎
を
、
あ
ら
た
め
て
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。

※ 

右
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
何
の
こ
と
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
『
源
氏
物
語
』

明
石
巻
で
、
主
人
公
が
、
海
か
ら
の
嵐
と
雷
雨
に
身
の
危
険
を
感
じ
て
い
た
時
、
ふ
と
ま
ど
ろ
ん

だ
夢
に
故
院
が
現
れ
、
「
こ
れ
は
、
た
だ
聊
か
な
る
も
の
の
報
い
な
り
」
と
告
げ
知
ら
せ
る
シ
ー

ン
を
付
合
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
如
何
。

　
　
　
　
　

お
ど
ろ
く
時
ぞ
身
の
科
を
し
る

　
　

77　

親
を
さ
へ
遠
き
別
れ
に
忘
れ
来
て

《
解 

釈
》
親
に
死
別
し
た
時
は
悲
し
み
に
く
れ
た
が
、
そ
れ
も
次
第
に
薄
ら
ぎ
、
最
近
は
忘
れ
果
て

た
よ
う
に
追
善
の
供
養
も
疎
か
に
な
っ
て
い
る
。
ふ
と
そ
れ
に
気
付
く
と
、
自
分
は
来
世
で
ど

れ
だ
け
の
不
幸
の
罪
に
当
た
る
か
と
気
に
か
か
る
。

※ 

「
遠
き
別
れ
」
は
、
こ
の
付
合
で
は
死
別
の
こ
と
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
他
の
例
と
し
て
は
「
な

げ
き
の
み
樵
る
や
は
亡
き
が
た
め
な
ら
む
／
遠
き
別
れ
も
今
日
の
面
影
」
（
永
正
十
年
七
月

二
十
九
日
「
何
船
」
四
七
／
四
八
）
が
解
り
や
す
い
。
こ
れ
は
宗
祇
年
忌
の
百
韻
で
あ
る
。

※ 

『
萱
草
』
（
伊
地
知
本
一
四
七
二
）
に
入
集
。
ま
た
『
老
葉
』
（
毛
利
本
一
四
六
六
、
宗
訊
筆
本

一
五
一
〇
、
愚
句
老
葉
一
七
〇
一
）
に
入
集
。
『
愚
句
老
葉
』
宗
長
注
は
「
身
の
と
が
は
親
を
わ

す
る
ゝ
事
な
る
べ
し
」
の
ご
と
く
で
あ
る
（
自
注
な
し
）
。

　
　
　
　
　

親
を
さ
へ
遠
き
別
れ
に
忘
れ
来
て

　
　

78　

日
は
照
ら
せ
ど
も
ま
よ
ふ
山
道

《
解 

釈
》
長
い
間
、
遠
く
別
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
親
の
こ
と
も
、
つ
い
忘

れ
が
ち
に
な
る
。
子
を
思
う
親
の
心
は
、
闇
で
な
く
と
も
迷
う
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
親
を

思
う
子
の
心
も
ま
た
、
迷
う
は
ず
の
な
い
明
る
い
山
中
で
も
道
に
迷
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
も

の
だ
。

※ 

有
名
な
和
歌
を
媒
介
と
し
た
超
論
理
的
な
付
合
な
の
で
、
解
釈
は
難
し
い
が
右
の
ご
と
く
と
し
た
。

た
だ
し
、
付
合
の
ポ
イ
ン
ト
は
明
瞭
で
、
「
人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
ま

ど
ひ
ぬ
る
か
な
」
（
後
撰
・
一
五
‐
一
一
〇
二
、
兼
輔
朝
臣
）
の
和
歌
を
前
提
に
、
親
子
の
立
場

を
逆
転
し
て
、
「
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
」
に
対
し
「
日
は
照
ら
せ
ど
も
」
と
付
け
て
い
る
所
で
あ
る
。

※ 

「
親
」
に
「
ま
よ
ふ
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
庭
の
訓
へ
や
親
の
思
ひ
子
／
す
て
か
ぬ
る
身
こ
そ
憂

き
世
の
ま
よ
ひ
な
れ
」
（
応
永
三
十
年
四
月
四
日
「
何
路
」
三
二
／
三
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

日
は
照
ら
せ
ど
も
ま
よ
ふ
山
道

　
　

79　

雲
薄
き
秋
の
す
ゑ
野
の
片
時
雨

《
解 

釈
》
初
冬
の
山
道
、
眺
望
の
き
く
所
で
、
麓
の
方
を
見
る
。
空
の
雲
は
薄
く
、
そ
れ
を
透
し
て

日
差
し
が
あ
る
が
、
末
野
の
片
一
方
だ
け
は
時
雨
が
降
っ
て
い
る
。
あ
の
時
雨
が
こ
こ
へ
来
て

視
界
が
利
か
な
く
な
っ
た
ら
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
う
も
気
に
な
る
。

※ 

前
句
は
、
単
独
で
は
常
識
的
な
論
理
が
通
り
に
く
い
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、
「
日
は
照
ら
せ

ど
も
」
に
対
し
て
「
雲
薄
き
」
、
「
ま
よ
ふ
」
に
対
し
て
「
時
雨
」
と
対
応
さ
せ
て
論
理
が
通
る
よ

う
に
処
理
し
た
付
合
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
、
語
を
な
だ
ら
か
に
連
ね
た
的
確
な
描
写
の
一

句
に
仕
上
が
っ
て
い
る
所
が
、
や
は
り
宗
祇
の
腕
前
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

雲
薄
き
秋
の
す
ゑ
野
の
片
時
雨

　
　

80　

宿
と
ふ
夕
べ
鶉
鳴
く
な
り

《
解 

釈
》
晩
秋
の
旅
。
広
い
野
の
こ
ち
ら
の
方
の
空
は
薄
雲
が
か
か
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
向

こ
う
の
方
は
時
雨
が
降
っ
て
い
る
ら
し
い
。
日
の
暮
れ
が
近
い
。
ど
こ
か
で
鶉
の
鳴
く
声
が
聞

こ
え
る
。
今
宵
の
宿
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
い
場
所
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

宿
と
ふ
夕
べ
鶉
鳴
く
な
り

　
　

81　

行
く
袖
の
涙
の
茅
原
色
づ
き
て

《
解 

釈
》
晩
秋
の
旅
、
日
の
暮
れ
が
近
い
。
ど
こ
か
で
鶉
の
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
。
今
宵
の
宿
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
夜
も
野
宿
だ
ろ
う
か
。
旅
の
辛
さ
が
身
に
滲
み
る
。
あ
た
り

の
浅
茅
原
は
紅
く
色
づ
い
て
い
る
が
、
あ
れ
は
、
私
の
涙
で
染
ま
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

※ 

「
涙
の
茅
原
」
は
、
勅
撰
集
に
は
例
を
見
な
い
表
現
。
た
だ
し
『
草
根
集
』
に
「
憂
き
身
し
る
涙

の
茅
原
く
れ
な
ゐ
に
染
め
て
は
か
へ
る
宿
の
通
ひ
路
」
（
七
八
五
七
）
と
い
う
例
が
存
在
す
る
。

脇
の
「
霞
に
近
き
」
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
が
、
宗
祇
連
歌
の
表
現
と
『
草
根
集
』
あ

る
い
は
冷
泉
派
の
和
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
現
象
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

※ 
茅
原
が
色
づ
く
の
は
、
涙
が
「
血
の
涙
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
近
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
あ
り
得
な

い
表
現
で
あ
る
が
、「
血
の
涙
落
ち
て
ぞ
た
ぎ
つ
白
川
は
君
が
世
ま
で
の
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」（
古

今
・
一
六
‐
八
三
〇
、
素
性
法
師
）
の
歌
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
若
い
人
の
た
め
。

　
　
　
　
　

行
く
袖
の
涙
の
茅
原
色
づ
き
て

　
　

82　

身
に
し
む
月
に
か
へ
る
さ
の
空

《
解 

釈
》
あ
の
人
と
別
れ
て
帰
る
道
を
行
く
。
月
は
ま
だ
空
に
残
り
、
そ
の
光
は
身
に
滲
み
入
る
よ

う
だ
。
別
れ
の
つ
ら
さ
に
私
の
袖
は
涙
で
び
し
ょ
濡
れ
だ
。
あ
た
り
の
浅
茅
原
は
紅
く
色
づ
い

て
い
る
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
そ
れ
は
、
私
の
涙
で
染
ま
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

5

- 10 -

宗祇独吟「月の秋」百韻注解



　
　
　
　
　

流
れ
木
は
と
ま
り
も
あ
へ
ず
ま
た
浮
き
て

　
　

66　

か
へ
る
道
あ
れ
遠
き
島
国

《
解 
釈
》
罪
を
得
て
、
遠
く
離
れ
た
こ
の
島
国
に
沈
淪
の
身
の
上
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
た

く
な
い
。
い
つ
か
都
に
帰
り
、
ど
う
か
し
て
も
う
一
度
浮
か
ば
れ
た
い
も
の
だ
。

※ 

前
句
の
「
流
れ
木
」
は
、
先
の
付
合
で
は
通
常
の
流
木
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
流
人
の
こ
と
に
取

り
な
し
た
付
合
で
あ
る
。
「
流
れ
木
も
三
年
あ
り
て
は
あ
ひ
見
て
む
世
の
憂
き
こ
と
ぞ
返
ら
ざ
り

け
る
」
（
拾
遺
・
八
‐
四
八
〇
、
贈
太
政
大
臣
）
な
ど
。
流
刑
の
期
間
は
三
年
が
原
則
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

か
へ
る
道
あ
れ
遠
き
島
国

　
　

67　

ま
ぼ
ろ
し
は
人
を
い
づ
く
に
尋
ぬ
ら
む

《
解 

釈
》
恋
し
い
人
の
魂
の
行
方
を
求
め
て
、
道
士
は
術
を
用
い
て
尋
ね
ま
わ
る
。
そ
の
人
（
の
魂
）

は
、
遠
い
島
国
（
海
上
の
仙
山
）
に
い
た
。
こ
の
世
に
呼
び
返
し
た
い
と
思
う
が
、
そ
の
術
は

な
い
の
だ
。

※ 

前
句
の
「
島
国
」
は
、
先
の
付
合
で
は
流
刑
先
の
島
国
で
あ
っ
た
が
、『
長
恨
歌
』
に
見
え
る
「
海

上
の
仙
山
」
に
取
り
な
し
た
付
合
で
あ
る
。
「
遂
教
方
士
殷
勤
覓
／
排
空
馭
気
奔
如
電
／
昇
天
入

地
求
之
遍
／
上
窮
碧
落
下
黄
泉
／
両
処
茫
茫
皆
不
見
／
忽
聞
海
上
有
仙
山
」
云
々
と
見
え
る
。

　
　
　
　
　

ま
ぼ
ろ
し
は
人
を
い
づ
く
に
尋
ぬ
ら
む

　
　

68　

文
だ
に
か
よ
ふ
契
り
と
も
が
な

《
解 

釈
》
道
士
の
術
で
、
あ
の
人
の
行
方
を
探
し
求
め
る
。
あ
の
人
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。
現
実
に

会
う
こ
と
は
適
わ
ず
と
も
、
せ
め
て
、
文
の
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
な
、
前
世
か
ら
の
約
束

の
二
人
の
関
係
で
あ
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　

文
だ
に
か
よ
ふ
契
り
と
も
が
な

　
　

69　

憂
き
中
は
久
米
の
岩
橋
す
ゑ
た
え
て

《
解 

釈
》
昔
、
一
言
主
神
が
葛
城
山
か
ら
吉
野
山
に
橋
を
架
け
よ
う
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
久
米

の
岩
橋
。
私
た
ち
二
人
の
関
係
も
、
そ
の
よ
う
に
中
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
今

も
あ
な
た
が
恋
し
い
。
現
実
に
会
う
こ
と
は
も
う
適
わ
ず
と
も
、
せ
め
て
、
文
の
や
り
と
り
が

で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
前
世
か
ら
の
約
束
の
二
人
の
関
係
で
あ
れ
ば
と
思
う
が
、
多
分
そ
れ

も
無
理
だ
ろ
う
。

※ 

「
久
米
」
は
大
和
国
の
名
所
、
橿
原
市
久
米
町
。
「
久
米
の
岩
橋
」
は
「
久
米
路
の
橋
」
「
葛
城
の

橋
」
、
単
に
「
岩
橋
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「
葛
城
や
久
米
路
の
橋
に
あ
ら
ば
こ
そ
思
ふ
心
を
中
空
に

せ
め
」
（
後
撰
・
一
一
‐
七
七
四
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。
連
歌
の
例
は
「
葛
城
や
雲
の
よ
そ

目
に
霞
む
ら
む
／
渡
し
も
は
て
ぬ
久
米
の
岩
橋
」
（
応
永
三
十
一
年
正
月
二
十
五
日
「
唐
何
」

一
七
／
一
八
）
な
ど
。
水
辺
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
い
の
で
、
第
六
五
句
の
「
流
れ
木
」
と
指
合

に
な
ら
な
い
。

※ 

「
文
」
に
「
踏
み
」
を
利
か
せ
て
、
そ
れ
と
「
岩
」
が
寄
合
と
な
る
。
他
の
例
は
「
妹
背
の
山
は

ふ
み
絶
え
ぬ
道
／
落
ち
た
ぎ
つ
苔
む
す
岩
も
あ
と
あ
り
て
」
（
伊
庭
千
句
・
第
六
「
何
人
」
五
八

／
五
九
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

憂
き
中
は
久
米
の
岩
橋
す
ゑ
た
え
て

　
　

70　

か
け
し
も
余
所
の
山
の
端
の
雲

《
解 

釈
》
昔
、
一
言
主
神
が
葛
城
山
か
ら
吉
野
山
に
橋
を
架
け
よ
う
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
久
米

の
岩
橋
。
私
た
ち
二
人
の
関
係
も
中
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
私
が
思
い
を
掛
け
た
あ
の
人
は
、

そ
の
山
の
端
に
か
か
っ
た
雲
の
よ
う
に
、
遠
い
存
在
な
の
だ
。

※ 

「
か
く
」
は
、
「
橋
を
架
く
」
「
思
ひ
を
掛
く
」
「
山
の
端
に
雲
懸
く
」
の
三
つ
に
利
か
さ
れ
て
い

る
と
し
て
解
釈
し
た
。
如
何
。

※ 

「
橋
」
に
「
か
く
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
い
つ
ま
で
の
川
辺
の
橋
の
朽
ち
ぬ
ら
む
／
思
ひ
を
遠

く
か
け
し
愚
か
さ
」
（
葉
守
千
句
・
第
四
「
薄
何
」
五
九
／
六
〇
）
な
ど
多
い
。
た
だ
し
「
橋
」

に
「
か
く
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

か
け
し
も
余
所
の
山
の
端
の
雲

　
　

71　

ま
た
咲
く
に
花
や
心
を
ゆ
づ
る
ら
む

《
解 

釈
》
遠
く
の
山
の
端
、
ま
だ
花
が
散
り
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
も
う
花
の
時
節
は
過
ぎ
た
は
ず

な
の
に
と
思
っ
て
、
よ
く
見
る
と
、
や
は
り
花
で
は
な
く
、
峰
に
か
か
っ
た
雲
で
あ
っ
た
。
花
は
、

来
年
ま
た
咲
く
ま
で
の
間
だ
と
思
っ
て
、
雲
に
立
場
を
譲
っ
た
気
持
ち
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

ま
た
咲
く
に
花
や
心
を
ゆ
づ
る
ら
む

　
　

72　

深
き
に
鳥
も
宿
る
梅
が
香

《
解 

釈
》
春
に
な
る
と
、
早
速
に
梅
が
深
い
香
り
を
放
ち
は
じ
め
、
鳥
が
宿
り
を
求
め
て
や
っ
て
来
る
。

桜
の
花
は
ま
だ
咲
か
な
い
。
桜
は
、
間
も
な
く
自
分
が
ま
た
咲
く
ま
で
の
間
だ
と
思
っ
て
、
梅

に
立
場
を
譲
っ
た
気
持
ち
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

深
き
に
鳥
も
宿
る
梅
が
香

　
　

73　

春
寒
き
墻
ほ
は
霜
に
暮
れ
は
て
ゝ

《
解 

釈
》
春
と
な
っ
た
が
、
寒
さ
は
ま
だ
厳
し
い
。
そ
れ
で
も
、
梅
の
花
は
深
い
香
り
を
放
っ
て
い
る
。

も
う
す
っ
か
り
暗
く
な
り
、
墻
に
は
霜
が
下
り
て
い
る
が
、
そ
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
、
鳥
は
宿

り
を
求
め
て
や
っ
て
来
る
。

※ 

「
梅
」
と
「
墻
ほ
」
が
寄
合
。
他
に
「
梅
か
を
る
野
の
霜
寒
き
頃
／
萌
え
そ
む
る
草
の
墻
ほ
は
色

づ
き
て
」
（
文
明
十
四
年
二
月
五
日
「
何
路
」
二
／
三
）
な
ど
多
い
。
証
歌
は
「
山
賎
の
園
の
垣

ほ
の
梅
の
花
春
知
れ
と
し
も
植
ゑ
ず
や
あ
り
け
む
」
（
玉
葉
・
一
‐
七
七
、
順
徳
院
御
製
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

春
寒
き
墻
ほ
は
霜
に
暮
れ
は
て
ゝ

　
　

74　

月
霞
む
夜
は
風
も
し
づ
け
し

《
解 

釈
》
春
と
は
な
っ
た
が
、
寒
さ
は
ま
だ
厳
し
い
。
も
う
す
っ
か
り
暗
く
な
り
、
墻
に
は
霜
が
下

り
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
や
は
り
春
。
月
は
お
ぼ
ろ
に
霞
み
、
風
も
静
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

月
霞
む
夜
は
風
も
し
づ
け
し

　
　

75　

面
か
げ
に
寝
ぬ
る
を
い
か
ゞ
見
え
つ
ら
む

《
解 

釈
》
春
の
夜
、
月
は
お
ぼ
ろ
に
霞
み
、
風
も
静
か
で
あ
る
。
寝
て
い
た
ら
、
思
い
が
け
な
い
人

の
面
影
を
夢
に
見
た
。
何
故
だ
ろ
う
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
私
は
、
そ
の
人
に
恋
し
て
し
ま
っ
た

6
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め
に
大
勢
の
人
が
行
き
返
り
し
た
で
あ
ろ
う
こ
の
里
も
、
訪
ね
て
く
る
人
は
絶
え
、
あ
た
り
は
、

た
だ
露
が
置
か
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
」
と
な
ろ
う
。
あ
え
て
二
案
を
示
す
。

※ 
菩
提
僊
那
は
イ
ン
ド
出
身
で
、
天
平
八
年
渡
来
。
天
平
勝
宝
四
年
、
大
仏
開
眼
供
養
会
の
導
師
を

務
め
た
。
和
歌
の
世
界
で
は
「
婆
羅
門
僧
正
」
と
呼
ば
れ
る
。
故
郷
の
ブ
ッ
ダ
修
行
の
五
山
に
ち

な
ん
で
、
奈
良
周
辺
の
地
を
「
忍
辱
山
」
「
菩
提
山
」
「
誓
多
林
」
「
大
慈
仙
」
「
鹿
野
園
」
と
呼
ん

だ
と
伝
え
ら
れ
、
全
て
、
奈
良
市
の
現
行
行
政
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

わ
け
し
人
な
き
里
の
露
け
さ

　
　

59　

誰
が
袖
を
し
の
び
て
月
の
残
る
ら
む

《
解 

釈
》
訪
ね
て
来
る
人
も
絶
え
た
里
、
あ
た
り
は
、
た
だ
秋
の
露
が
置
か
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

夜
も
更
け
た
が
、
空
に
は
ま
だ
月
が
残
っ
て
い
る
。
あ
の
月
は
、
一
体
、
こ
の
里
に
住
ん
で
い

た
誰
を
偲
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

誰
が
袖
を
し
の
び
て
月
の
残
る
ら
む

　
　

60　

し
の
ゝ
め
深
き
き
ぬ
〴
〵
の
秋

《
解 

釈
》
秋
の
夜
長
、
よ
う
や
く
東
の
空
が
ほ
の
か
に
明
る
み
は
じ
め
た
が
、
猶
、
夜
の
闇
は
深
い
。

私
は
暗
い
う
ち
に
去
っ
て
い
っ
た
あ
の
人
の
こ
と
を
偲
ぶ
。
空
に
は
ま
だ
月
が
残
っ
て
い
る
。

あ
の
月
は
、
一
体
、
誰
を
偲
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

※ 

「
し
の
ゝ
め
深
き
き
ぬ
〴
〵
の
秋
」
と
い
う
言
葉
の
連
鎖
が
見
事
。
「
し
の
ゝ
め
深
き
」
も
「
き

ぬ
〴
〵
の
秋
」
も
、
和
歌
に
は
例
が
検
出
さ
れ
な
い
措
辞
で
あ
る
。
宗
祇
連
歌
の
表
現
の
レ
ベ
ル

が
如
実
に
知
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
句
と
の
関
係
も
よ
く
、
私
に
は
素
晴
ら
し
い
付
合
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
が
、
自
撰
句
集
に
入
集
し
な
い
の
は
、
宗
祇
に
と
っ
て
は
「
並
の
上
」
程
度
と
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

し
の
ゝ
め
深
き
き
ぬ
〴
〵
の
秋

　
　

61　

槿
に
う
つ
し
心
の
色
を
見
て

《
解 

釈
》
秋
の
夜
長
、
よ
う
や
く
東
の
空
が
ほ
の
か
に
明
る
み
は
じ
め
た
が
、
猶
、
夜
の
闇
は
深
い
。

あ
の
人
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
暗
い
う
ち
に
去
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
の
人
の
本
当

の
心
は
、
も
う
私
以
外
の
女
性
に
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
傍
ら
に
槿
の
花
が
咲

い
て
い
る
。
こ
の
花
は
今
日
の
う
ち
に
萎
れ
て
し
ま
う
。
あ
の
人
の
私
に
対
す
る
心
も
、
今
日

の
う
ち
に
萎
れ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。

※ 

論
理
の
通
っ
た
解
釈
が
非
常
に
難
し
い
付
合
で
あ
る
が
、
言
葉
を
補
っ
て
右
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
う
つ
し
心
」
は
「
現
し
心
」
で
あ
る
が
、
「
移
し
」
が
利
か
さ
れ
て
い
る
。
類
例
は
「
覚
め
て
け

り
う
つ
し
心
の
夜
の
夢
／
別
れ
し
月
に
残
る
枕
香
」
（
顕
証
院
会
千
句
・
第
一
「
何
船
」
三
一
／

三
二
）
な
ど
。
こ
の
場
合
、
「
う
つ
し
心
」
に
「
移
し
」
が
利
か
さ
れ
、
そ
れ
が
「
枕
香
」
と
寄

合
に
な
っ
て
い
る
。
和
歌
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
月
草
の
う
つ
し
心
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
も
同

じ
で
あ
る
。
如
何
。

　
　
　
　
　

槿
に
う
つ
し
心
の
色
を
見
て

　
　

62 

一
日
の
夢
の
身
を
な
思
ひ
そ

《
解 

釈
》
朝
顔
の
花
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
。
し
か
し
、
所
詮
一
日
の
こ
と
。
日
が
出
る
と
、
も
う

移
ろ
い
は
じ
め
て
い
る
よ
う
だ
。
人
の
身
も
、
同
じ
よ
う
に
短
く
夢
の
よ
う
に
当
て
に
な
ら
な

い
も
の
。
そ
れ
を
、
あ
れ
こ
れ
思
い
悩
ん
で
も
仕
方
が
な
い
。

※ 

「
槿
」
と
「
一
日
」
と
が
寄
合
。
先
例
は
「
槿
は
花
に
あ
だ
な
る
名
を
と
め
て
／
一
日
添
ふ
と
も

情
け
あ
れ
か
し
」（
応
永
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日
「
何
船
」
四
三
／
四
四
）
な
ど
。
証
歌
は
「
お

の
づ
か
ら
一
日
を
お
の
が
盛
り
と
や
か
げ
に
隠
れ
て
残
る
槿
」（
為
家
五
社
百
首
・
三
三
一
）
な
ど
。

※ 

「
夢
の
身
」
の
「
夢
」
は
比
喩
の
「
夢
」
で
あ
る
の
で
、
夜
分
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
い
。
従
っ

て
、
第
六
〇
句
の
「
し
の
ゝ
め
」
「
き
ぬ
〴
〵
」
と
指
合
に
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

一
日
の
夢
の
身
を
な
思
ひ
そ

　
　

63　

世
の
中
は
昨
日
も
む
な
し
明
日
も
な
し

《
解 

釈
》
人
の
世
の
中
、
昨
日
の
こ
と
は
も
う
過
ぎ
去
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
今
更
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

思
い
返
し
て
も
空
し
い
だ
け
。
明
日
の
こ
と
は
、
全
く
予
測
が
つ
か
な
い
。
自
身
が
も
う
死
ん

で
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
人
生
は
、
あ
る
日
見
た
夢
の
よ
う
に
実
体
が
な
く
、
当
て
に
な

ら
な
い
も
の
。
そ
う
悟
っ
て
し
ま
え
ば
、
も
う
齷
齪
す
る
必
要
は
な
い
。

※ 

『
萱
草
』
（
伊
地
知
本
一
四
〇
〇
）
及
び
『
老
葉
』
（
毛
利
本
一
三
三
二
、
宗
訊
筆
本
一
三
八
六
、

愚
句
老
葉
一
五
六
五
）
に
入
集
。
『
愚
句
老
葉
』
で
は
「
一
句
の
仕
立
、
少
し
心
侍
ら
ん
や
」
（
自

注
）
、
「
一
句
の
作
、
珍
重
〳
〵
」
（
宗
長
注
）
と
注
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

世
の
中
は
昨
日
も
む
な
し
明
日
も
な
し

　
　

64　

幾
度
か
は
る
淵
瀬
な
る
ら
む

《
解 

釈
》
人
の
世
の
中
、
昨
日
の
こ
と
は
も
う
過
ぎ
去
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
今
更
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

思
い
返
し
て
も
空
し
い
だ
け
。
明
日
の
こ
と
は
、
全
く
予
測
が
つ
か
な
い
。
自
身
が
も
う
死
ん

で
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
た
だ
し
、
時
日
の
経
過
は
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
、
川
が
、

何
度
も
淵
に
な
っ
た
り
瀬
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
、
流
れ
て
止
ま
な
い
の
と
よ
く
似
て
い
る
。

※ 

「
昨
日
・
明
日
」
に
対
し
て
「
淵
瀬
」
と
付
け
て
い
る
。
「
世
の
中
は
何
か
常
な
る
明
日
香
川
き

の
ふ
の
淵
ぞ
今
日
は
瀬
に
な
る
」
（
古
今
・
一
八
‐
九
三
三
、
読
人
し
ら
ず
）
が
有
名
。
「
世
」
と

「
淵
瀬
」
も
寄
合
と
な
る
。
例
は
「
か
は
り
ゆ
く
世
や
昨
日
な
る
ら
む
／
淵
を
瀬
に
な
す
人
も
が

な
涙
川
」
（
竹
林
抄
・
六
‐
九
〇
九
、
宗
砌
法
師
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

幾
度
か
は
る
淵
瀬
な
る
ら
む

　
　

65　

流
れ
木
は
と
ま
り
も
あ
へ
ず
ま
た
浮
き
て

《
解 
釈
》
山
か
ら
流
れ
落
ち
る
川
。
流
木
は
、
瀬
に
な
る
と
、
波
に
隠
れ
て
速
く
流
れ
、
淵
に
な
る
と
、

ま
た
水
面
に
出
て
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
な
が
ら
、
し
か
し
、

流
れ
が
止
ま
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

※ 

「
淵
瀬
」
に
「
流
る
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
た
の
ま
ず
よ
人
は
淵
瀬
の
飛
鳥
川
／
流
れ
て
は
や
く

立
つ
名
う
ら
め
し
（
初
瀬
千
句
・
第
七
「
何
人
」
四
一
／
四
二
）
な
ど
。
た
だ
し
、「
渕
瀬
」
に
「
流

れ
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

7
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風
に
ま
ぎ
る
る
夜
半
の
お
と
づ
れ

　
　

49　

玉
霰
枕
の
月
に
ま
た
散
り
て

《
解 
釈
》
い
く
ら
待
っ
て
も
、
あ
な
た
は
来
な
い
。
私
の
枕
は
涙
に
濡
れ
、
そ
れ
に
寒
々
と
し
た
冬

の
月
影
が
宿
る
。
風
に
紛
れ
て
誰
か
が
門
の
戸
を
敲
く
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
た
。
一
瞬
あ
の
人

か
と
期
待
す
る
が
、
そ
れ
は
霰
の
玉
が
戸
を
打
っ
た
だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

※ 

「
枕
の
月
」
は
、
枕
が
濡
れ
て
、
そ
れ
に
月
が
映
ず
る
と
い
う
表
現
。
勿
論
、
近
代
の
リ
ア
リ
ズ

ム
で
は
あ
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
「
床
の
霜
枕
の
月
の
寒
き
夜
に
た
へ
ず
や
人
の
衣
う
つ
ら
む
」

（
新
拾
遺
・
一
八
‐
一
六
五
九
、
法
印
仲
頼
）
な
ど
と
用
い
ら
れ
る
。
特
に
冷
泉
派
に
好
ま
れ
た

よ
う
で
、『
耕
雲
百
首
』
『
草
根
集
』
『
為
尹
千
首
』
な
ど
か
ら
例
が
か
な
り
の
数
検
出
さ
れ
る
（
例

示
省
略
）
。

　
　
　
　
　

玉
霰
枕
の
月
に
ま
た
散
り
て

　
　

50　

山
路
か
な
し
き
笹
の
仮
ぶ
し

《
解 

釈
》
冬
の
旅
。
山
中
で
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
少
し
で
も
風
を
防
ご
う
と

笹
群
の
陰
に
枕
を
と
る
が
、
寒
さ
で
眠
れ
そ
う
に
な
い
。
情
け
な
く
て
涙
が
こ
ぼ
れ
、
枕
を
濡

ら
し
、
そ
れ
に
月
影
が
宿
る
。
一
度
は
止
ん
で
い
た
霰
が
、
ま
た
降
っ
て
き
た
。

※ 

「
霰
」
に
「
笹
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
霰
の
庭
ぞ
玉
を
敷
き
た
る
／
山
里
の
小
笹
を
分
く
る
道
細

し
」
（
応
永
三
十
一
年
九
月
二
十
七
日
「
何
船
」
二
二
／
二
三
）
な
ど
。
証
歌
は
「
笹
の
葉
に
霰

ふ
る
夜
の
寒
け
き
に
ひ
と
り
は
寝
な
む
も
の
と
や
は
思
ふ
」
（
千
載
・
一
五
‐
九
五
七
、
馬
内
侍
）

な
ど
。

　
　
　
　
　

山
路
か
な
し
き
笹
の
仮
ぶ
し

　
　

51　

し
く
袖
に
雲
越
す
峰
の
夕
ま
暮

《
解 

釈
》
山
路
を
行
く
う
ち
に
夕
暮
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
雲
は
峰
を
越
え
て
行
く
が
、
日
没
ま
で

に
私
が
あ
の
峰
を
越
す
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
。
仕
方
が
な
い
。
情
け
な
い
が
、
今
宵
は
あ
そ

こ
の
笹
群
の
陰
で
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　

し
く
袖
に
雲
越
す
峰
の
夕
ま
暮

　
　

52　

都
の
ほ
か
ぞ
行
く
空
も
な
き

《
解 

釈
》
都
を
離
れ
て
行
く
旅
。
行
く
手
に
は
大
空
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
都
は
そ
の
方
向
で
は
な
い
。

も
う
夕
暮
だ
。
今
夜
は
こ
の
あ
た
り
で
宿
り
を
と
ろ
う
。
峰
を
雲
が
越
え
て
行
く
の
が
見
え
る
。

都
が
恋
し
く
て
、
私
の
旅
は
は
か
ど
ら
な
い
。

※ 

付
句
は
「
心
を
ば
都
に
と
め
て
天
ざ
か
る
鄙
の
荒
野
に
行
く
空
も
な
し
」
（
続
後
拾
遺
・
九
‐

五
五
八
、
後
宇
多
院
御
製
）
を
念
頭
に
お
い
た
仕
立
で
あ
ろ
う
か
。
如
何
。

　
　
　
　
　

都
の
ほ
か
ぞ
行
く
空
も
な
き

　
　

53　

か
げ
よ
り
も
離
れ
ぬ
友
に
別
れ
来
て

《
解 

釈
》
身
に
添
う
影
よ
り
も
常
に
一
緒
だ
っ
た
友
と
別
れ
て
、
私
は
旅
に
出
る
。
行
く
手
に
は
大

空
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
は
も
う
都
で
は
な
い
の
だ
。
私
の
足
は
進
ま
な
い
。

　
　
　
　
　

か
げ
よ
り
も
離
れ
ぬ
友
に
別
れ
来
て

　
　

54　

身
に
順
ふ
は
涙
な
り
け
り

《
解 

釈
》
身
に
添
う
影
よ
り
も
常
に
一
緒
だ
っ
た
友
と
別
れ
て
き
た
。
今
、
私
と
い
つ
も
一
緒
な
の
は
、

（
友
と
の
別
れ
を
惜
し
む
）
涙
ば
か
り
で
あ
る
。

※ 

「
影
」
に
「
身
に
順
ふ
」
と
付
け
た
所
が
ポ
イ
ン
ト
。
類
例
と
し
て
「
と
に
か
く
に
人
に
順
ひ
や

す
か
ら
で
／
憂
し
や
思
ひ
が
影
と
な
り
つ
ゝ
」
（
太
神
宮
法
楽
千
句
・
第
五
「
薄
何
」
五
九
／

六
〇
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

身
に
順
ふ
は
涙
な
り
け
り

　
　

55　

耳
だ
に
も
明
ら
か
な
ら
ぬ
老
は
憂
し

《
解 

釈
》
老
と
い
う
の
は
つ
ら
い
こ
と
だ
。
耳
も
聞
こ
え
な
く
な
り
、
世
間
か
ら
は
疎
ま
れ
る
。
我

が
身
か
ら
離
れ
な
い
の
は
、
た
だ
も
う
涙
ば
か
り
で
あ
る
。

※ 

離
別
の
涙
を
、
老
衰
を
嘆
く
涙
に
取
り
な
し
て
句
境
を
見
事
に
転
じ
た
付
合
で
あ
る
と
思
う
。

※ 

「
順
ふ
」
に
「
耳
」
と
付
け
て
い
る
。
典
拠
は
『
論
語
』
為
政
編
の
「
六
十
而
耳
順
」
。

　
　
　
　
　

耳
だ
に
も
明
ら
か
な
ら
ぬ
老
は
憂
し

　
　

56　

声
な
へ
だ
て
そ
こ
の
法
の
庭

《
解 

釈
》
老
い
と
い
う
の
は
つ
ら
い
も
の
だ
。
説
法
の
場
に
加
わ
っ
て
も
、
耳
が
遠
く
な
っ
て
い
る

の
で
声
が
聞
こ
え
ず
、
教
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

※ 

「
耳
」
に
「
声
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
御
法
と
て
耳
に
触
る
ゝ
も
た
も
た
れ
ず
／
夕
べ
の
鐘
の

声
の
間
近
さ
」
（
明
応
五
年
七
月
二
十
九
日
「
薄
何
」
四
三
／
四
四
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

声
な
へ
だ
て
そ
こ
の
法
の
庭

　
　

57　

道
遠
き
鹿
の
園
生
の
あ
と
ふ
り
て

《
解 

釈
》
釈
尊
が
最
初
に
説
法
を
し
た
の
は
、
遠
い
天
竺
の
鹿
野
園
で
の
こ
と
。
そ
れ
は
遥
か
昔
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
教
え
は
今
も
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
日
の
説
法
の
場
、
ど
う
か
説
法

の
声
が
、
私
の
耳
に
ま
で
届
き
ま
す
よ
う
に
…
…
。

※ 

「
鹿
の
園
」
は
天
竺
の
鹿
野
園
の
こ
と
。
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
て
後
、
最
初
の
説
法
を
行
っ
た
所

と
伝
え
ら
れ
る
。
「
法
」
に
「
鹿
の
園
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
御
法
の
あ
と
を
残
す
古
寺
／
聞
く

の
み
を
鹿
の
そ
の
世
の
行
方
に
て
」
（
寛
正
七
年
二
月
四
日
「
何
人
」
一
八
／
一
九
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

道
遠
き
鹿
の
園
生
の
あ
と
ふ
り
て

　
　

58　

わ
け
し
人
な
き
里
の
露
け
さ

《
解 
釈
》
大
仏
開
眼
の
導
師
を
務
め
た
菩
提
僊
那
（
婆
羅
門
僧
正
）
が
寺
を
営
ん
だ
と
い
う
こ
の
鹿

野
園
の
里
も
、
今
で
は
そ
の
跡
を
と
ど
め
る
の
み
。
遠
い
道
を
訪
ね
て
く
る
人
は
絶
え
、
あ
た

り
は
、
た
だ
露
が
置
か
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

※ 

古
代
イ
ン
ド
の
鹿
野
園
を
、
奈
良
の
鹿
野
園
に
取
り
な
し
た
付
合
と
し
て
解
釈
し
た
。
証
歌
と
し

て
は
「
鹿
の
園
移
し
て
住
め
る
山
里
の
籬
が
露
に
月
ぞ
や
ど
れ
る
」
（
壬
二
集
・
一
五
八
五
）
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
如
何
。
な
お
、
取
り
な
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
解
釈
は
「
釈
尊
が
最
初
の

説
法
を
し
た
と
い
う
鹿
野
園
は
、
今
で
は
そ
の
跡
を
と
ど
め
る
の
み
。
以
前
は
、
説
法
を
聞
く
た

8
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※ 

前
句
の
「
今
は
た
の
ま
じ
」
の
「
今
は
」
を
、
「
後
の
世
を
祈
る
」
と
い
う
こ
と
で
理
屈
付
け
て

い
る
所
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
『
萱
草
』
（
伊
地
知
本
一
七
〇
二
）
に
入
集
す
る
。

　
　
　
　
　

後
の
世
を
祈
れ
と
神
や
思
ふ
ら
む

　
　

42　

歳
は
五
十
鈴
の
波
の
は
や
川

《
解 

釈
》
伊
勢
の
内
宮
へ
参
詣
の
た
め
に
五
十
鈴
川
を
渡
る
。
年
波
の
流
れ
は
、
こ
の
川
の
よ
う
に

早
い
。
私
も
も
う
五
十
歳
。
後
世
の
こ
と
を
祈
り
な
さ
い
と
、
神
は
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

※ 

「
歳
は
五
十
鈴
の
」
は
「
歳
は
五
十
→
五
十
鈴
川
」
と
い
う
秀
句
で
あ
る
。
宗
祇
は
応
永
二
十
八

年
の
生
ま
れ
。
こ
の
連
歌
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
応
仁
二
年
と
文
明
二
年
の
両
説
が
あ
る
が
、
前

者
で
あ
れ
ば
四
十
八
歳
、
後
者
な
ら
五
十
歳
の
時
と
な
る
。
こ
の
事
実
は
、
文
明
二
年
説
を
有
利

に
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
参
考
と
し
て
言
え
ば
、
「
齢
の
み
仏
に
近
く
は
や
な
り
て
」
は

明
応
八
年
三
月
二
十
日
「
何
人
」
の
第
四
三
句
。
当
時
、
宗
祇
は
七
十
九
歳
で
あ
る
（
釈
尊
の
入

滅
は
八
十
歳
）
。

※ 

「
五
十
鈴
川
」
は
伊
勢
国
の
名
所
。
伊
勢
内
宮
の
境
内
を
流
れ
る
。

　
　
　
　
　

年
は
五
十
鈴
の
波
の
は
や
川

　
　

43　

山
松
の
百
枝
の
か
げ
は
な
ほ
深
し

《
解 

釈
》
伊
勢
の
内
宮
へ
参
詣
の
た
め
に
、
五
十
鈴
川
を
渡
る
。
私
も
五
十
歳
に
な
っ
た
。
年
波
の

流
れ
は
、
こ
の
川
の
よ
う
に
早
く
て
、
返
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
神
路
山
の
百
枝
の
松
は
、

昔
に
変
わ
ら
ず
深
い
緑
の
色
で
あ
る
。

※ 

付
句
は
「
神
路
山
百
枝
の
松
も
さ
ら
に
ま
た
幾
千
代
君
に
契
り
お
く
ら
む
」
（
風
雅
・
二
〇
‐

二
一
八
七
、
土
御
門
院
小
宰
相
）
を
本
歌
と
す
る
仕
立
。
「
神
路
山
」
は
、
五
十
鈴
川
の
上
流
域

の
山
の
総
称
。
「
五
十
鈴
」
に
「
百
枝
」
と
付
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　

山
松
の
百
枝
の
か
げ
は
な
ほ
深
し

　
　

44　

岡
辺
に
な
び
く
櫨
の
一
む
ら

《
解 

釈
》
秋
と
な
っ
て
、
む
こ
う
の
岡
の
辺
り
に
は
、
一
群
の
櫨
の
木
が
美
し
く
紅
葉
し
て
い
る
。

一
方
、
山
の
松
の
多
く
の
枝
は
、
変
わ
ら
ず
深
い
緑
の
色
で
あ
る
。

※ 

一
句
の
仕
立
は
「
岡
辺
な
る
櫨
の
紅
葉
は
色
こ
く
て
四
方
の
梢
は
露
の
一
し
ほ
」
（
風
雅
・
七
‐

六
七
五
、
新
室
町
院
御
匣
）
を
本
歌
と
す
る
。

※ 

「
百
枝
」
に
「
櫨
」
と
付
け
て
い
る
。
典
拠
は
「
あ
ら
ち
山
時
雨
降
る
ら
し
矢
田
野
な
る
百
枝
の

櫨
は
紅
葉
し
に
け
り
」
（
夫
木
・
一
五
‐
六
〇
六
九
）
で
あ
る
が
、
調
査
の
範
囲
で
は
、
こ
れ
が

唯
一
の
例
で
あ
る
。
『
新
式
』
に
は
「
人
の
あ
ま
ね
く
不
知
歌
を
ば
付
合
に
是
を
こ
の
む
べ
か
ら
ず
」

（
本
歌
事
）
と
い
う
故
実
が
あ
る
。
独
吟
で
な
け
れ
ば
、
そ
う
好
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　

岡
辺
に
な
び
く
櫨
の
一
む
ら

　
　

45　

薄
霧
の
夕
日
隠
れ
に
鵙
鳴
き
て

《
解 

釈
》
秋
と
な
っ
て
、
む
こ
う
の
岡
の
辺
り
に
は
一
群
の
櫨
の
木
が
美
し
く
紅
葉
し
て
い
る
。
空

は
薄
霧
が
立
ち
わ
た
り
、
夕
日
の
陰
で
暗
く
な
っ
た
所
か
ら
は
鵙
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

※ 

「
櫨
」
に
「
鵙
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
も
み
ぢ
色
こ
き
櫨
の
一
も
と
／
片
岡
の
夕
日
が
く
れ
に
鵙

鳴
き
て
」
（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
六
「
朝
何
」
二
四
／
二
五
）
な
ど
。
証
歌
は
「
鵙
の
ゐ
る
櫨
の

立
ち
枝
の
う
す
紅
葉
誰
わ
が
宿
の
も
の
と
見
る
ら
む
」
（
金
葉
：
二
度
本
・
三
‐
二
四
三
、
藤
原

仲
実
朝
臣
）
な
ど
。
ま
た
「
岡
辺
」
に
「
夕
日
」
が
寄
合
。
「
岡
辺
い
ろ
こ
き
櫨
の
一
む
ら
／
露

や
な
ほ
夕
日
が
く
れ
に
残
る
ら
む
」
（
出
陣
千
句
・
第
三
「
何
袋
」
九
六
／
九
七
）
な
ど
。
証
歌

は
「
寂
し
さ
の
眺
め
は
わ
き
つ
夕
日
さ
す
岡
辺
の
松
の
秋
の
初
風
」（
壬
二
集
・
一
七
一
一
）
な
ど
。

所
謂
「
四
手
付
」
だ
が
、
こ
と
さ
ら
な
感
じ
を
全
く
感
じ
さ
せ
ず
に
、
視
覚
・
聴
覚
を
融
合
さ
せ

て
情
趣
あ
ふ
れ
る
詩
的
世
界
を
現
出
さ
せ
る
所
、
宗
祇
連
歌
の
水
準
の
高
さ
で
あ
る
。
『
萱
草
』（
伊

地
知
本
五
一
三
）
に
入
集
。

　
　
　
　
　

薄
霧
の
夕
日
隠
れ
に
鵙
鳴
き
て

　
　

46　

君
が
あ
た
り
は
露
も
見
ま
ほ
し

《
解 

釈
》
空
は
薄
霧
が
立
ち
わ
た
り
、
夕
日
の
陰
で
暗
く
な
っ
た
所
か
ら
は
鵙
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。
あ
な
た
の
い
る
辺
り
を
少
し
で
も
長
く
眺
め
て
い
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
も
う
日
没
が

近
い
。
や
が
て
何
も
見
え
な
く
な
る
の
だ
。

※ 

「
鵙
」
に
「
君
が
あ
た
り
」
と
付
け
て
い
る
。
「
春
さ
れ
ば
鵙
の
草
茎
見
え
ず
と
も
我
は
見
や
ら

む
君
が
あ
た
り
を
」
（
玉
葉
・
一
二
‐
一
六
〇
九
、
読
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
が
有
名
。

※ 

「
岡
辺
」
の
「
辺
」
と
「
あ
た
り
」
が
打
越
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
去
嫌
に
厳
し
く
な
る
後
の
連

歌
な
ら
批
判
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
宗
祇
の
連
歌
は
比
較
的
鷹
揚
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

君
が
あ
た
り
は
露
も
見
ま
ほ
し

　
　

47　

出
で
ゝ
こ
そ
訪
ふ
を
も
知
ら
め
門
の
ま
へ

《
解 

釈
》
あ
な
た
を
待
ち
か
ね
て
、
私
は
門
の
前
へ
出
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
間

で
も
、
あ
な
た
の
い
る
辺
り
を
見
た
い
と
思
っ
て
、
そ
の
方
角
を
眺
め
ま
す
。
そ
こ
を
眺
め
て

い
た
ら
、
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
か
ら
で
す
。

※ 

よ
く
知
ら
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
第
二
三
段
の
高
安
の
女
の
こ
と
に
取
り
な
し
た
付
合
と
し
て
解
釈

し
た
。
如
何
。
「
君
が
あ
た
り
見
つ
ゝ
を
を
ら
む
生
駒
山
雲
な
隠
し
そ
雨
は
降
る
と
も
」（
新
古
今
・

一
五
‐
一
三
六
九
、
読
人
し
ら
ず
）
。

　
　
　
　
　

出
で
ゝ
こ
そ
訪
ふ
を
も
知
ら
め
門
の
ま
へ

　
　

48　

風
に
ま
ぎ
る
ゝ
夜
半
の
お
と
づ
れ

《
解 
釈
》
夜
が
更
け
て
、
今
、
あ
な
た
の
家
の
門
の
前
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
人
目
を
忍
ぶ
の
で
、

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
戸
を
敲
い
て
も
、
風
の
音
が
強
い
の
で
紛
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
。
屋
内
か
ら
出
て
来
て
く
れ
た
ら
、
私
が
来
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で

す
が
…
…
。

※ 

前
句
を
理
屈
付
け
た
付
合
で
あ
る
が
、
そ
の
理
屈
付
け
方
に
意
外
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
俳
諧
的
な

面
白
み
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
も
宗
祇
連
歌
の
一
つ
の
要
素
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
第

二
三
句
、
第
九
八
句
も
参
照
さ
れ
た
い
。

9
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朝
臣
）
な
ど
。

※ 
気
付
か
な
け
れ
ば
何
で
も
な
い
よ
う
だ
が
、
「
雲
霧
の
は
て
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
調
査
の

範
囲
で
、
和
歌
に
も
連
歌
に
も
先
例
の
見
出
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
並
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　

ま
よ
ふ
心
や
雲
霧
の
は
て

　
　

33　

ふ
る
里
を
空
に
思
ひ
の
秋
の
暮

《
解 

釈
》
晩
秋
の
旅
。
故
郷
は
遠
い
空
の
彼
方
。
帰
る
日
を
思
い
つ
つ
、
私
は
猶
、
果
て
の
な
い
雲

霧
の
中
の
道
を
迷
い
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

ふ
る
里
を
空
に
思
ひ
の
秋
の
暮

　
　

34　

雁
の
涙
も
な
ほ
旅
の
袖

《
解 

釈
》
晩
秋
、
懐
か
し
い
故
郷
は
遠
い
空
の
彼
方
。
見
上
げ
る
と
、
雁
が
渡
っ
て
行
く
の
が
見
え
る
。

私
の
旅
は
ま
だ
続
く
。
何
か
が
私
の
袖
に
降
り
か
か
る
。
こ
れ
は
、
雁
が
落
と
し
た
涙
な
の
だ

ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
私
の
涙
な
の
だ
ろ
う
か
。

※ 

「
ふ
る
里
」
に
「
雁
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
故
郷
の
名
残
と
思
ふ
峰
の
雲
／
雁
も
音
を
鳴
く
身
は

旅
に
あ
り
」
（
紫
野
千
句
・
第
八
「
片
何
」
一
五
／
一
六
）
な
ど
。
証
歌
は
「
ふ
る
里
の
霞
と
び

分
け
行
く
雁
は
旅
の
空
に
や
春
を
く
ら
さ
む
」
（
拾
遺
・
一
‐
五
六
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

※ 

「
雁
の
涙
」
は
、
秋
に
な
っ
て
屋
外
に
露
が
置
か
れ
る
の
は
、
空
を
行
く
雁
が
鳴
き
な
が
ら
落
と

し
た
涙
の
た
め
だ
と
い
う
こ
と
。
「
鳴
き
わ
た
る
雁
の
涙
や
落
ち
つ
ら
む
も
の
思
ふ
宿
の
萩
の
上

の
露
」
（
古
今
・
四
‐
二
二
一
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
が
解
り
や
す
い
。
若
い
人
の
た
め
。

　
　
　
　
　

雁
の
涙
も
な
ほ
旅
の
袖

　
　

35　

枕
し
く
夜
船
の
沖
に
月
更
け
て

《
解 

釈
》
船
中
旅
泊
。
沖
の
空
に
出
た
月
は
、
夜
が
更
け
行
く
に
つ
れ
て
輝
き
を
増
す
。
雁
が
鳴
き

な
が
ら
夜
空
を
渡
っ
て
ゆ
く
の
が
見
え
る
。
そ
の
雁
が
落
と
し
た
涙
が
、
旅
で
濡
れ
萎
れ
た
私

の
袖
に
、
さ
ら
に
降
り
か
か
る
の
だ
。

※ 

「
雁
」
に
「
船
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
声
に
知
ら
れ
て
帰
る
雁
が
ね
／
遠
浦
の
ほ
に
行
く
船
は
あ

ら
は
れ
て
」
（
応
永
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日
「
何
路
」
二
二
／
二
三
）
な
ど
。
「
秋
風
に
声
を
ほ

に
あ
げ
て
来
る
船
は
天
の
戸
わ
た
る
雁
に
ぞ
あ
り
け
る
」
（
古
今
・
四
‐
二
一
二
、
藤
原
菅
根
朝
臣
）

の
和
歌
が
有
名
。
ま
た
「
袖
」
に
「
枕
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
我
が
袖
の
雫
や
海
と
な
り
ぬ
ら
む

／
知
る
か
枕
の
下
の
思
ひ
寝
」
（
顕
証
院
会
千
句
・
第
三
「
白
何
」
五
三
／
五
四
）
な
ど
（
証
歌

省
略
）
。

　
　
　
　
　

枕
し
く
夜
船
の
沖
に
月
更
け
て

　
　

36　

知
ら
ぬ
山
見
る
波
の
遠
か
た

《
解 

釈
》
船
中
旅
泊
。
月
は
、
沖
の
方
の
空
に
、
夜
が
更
け
行
く
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
輝
き
を
増
す
。

そ
の
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
波
の
彼
方
に
、
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
山
が
見
え
る
。

※ 

第
三
三
句
以
降
「
旅
」
が
四
句
連
続
す
る
。
極
め
て
稀
な
作
法
無
視
で
あ
る
が
、
事
情
は
不
明
。

　
　
　
　
　

知
ら
ぬ
山
見
る
波
の
遠
か
た

　
　

37　

武
蔵
野
や
尾
花
が
す
ゑ
の
雪
高
み

《
解 

釈
》
遥
か
に
続
く
武
蔵
野
の
原
。
風
が
吹
く
と
、
一
面
の
尾
花
が
波
の
よ
う
に
う
ね
り
靡
き
、

そ
の
向
こ
う
に
、
今
ま
で
尾
花
に
隠
さ
れ
て
見
え
な
か
っ
た
遠
く
の
雪
を
頂
く
山
が
、
一
瞬
見

え
る
。

※ 

前
句
の
「
波
」
を
「
尾
花
の
波
」
に
取
り
な
し
た
付
合
で
あ
る
。
「
波
」
に
「
尾
花
」
が
寄
合
。

先
例
は
「
波
の
上
な
る
夕
暮
の
月
／
霜
ま
よ
ふ
野
辺
は
尾
花
や
乱
る
ら
む
」
（
文
安
雪
千
句
・
第

七
「
初
何
」
八
二
／
八
三
）
な
ど
。
「
鶉
な
く
真
野
の
入
江
の
浜
風
に
尾
花
波
よ
る
秋
の
夕
暮
」（
金

葉
：
二
度
本
・
三
‐
二
三
九
、
源
俊
頼
朝
臣
）
の
和
歌
が
有
名
。

　
　
　
　
　

武
蔵
野
や
尾
花
が
す
ゑ
の
雪
高
み

　
　

38　

い
か
な
る
風
の
ま
た
時
雨
る
ら
む

《
解 

釈
》
時
雨
が
降
り
過
ぎ
た
後
の
武
蔵
野
の
原
。
一
面
の
枯
れ
立
つ
尾
花
の
向
こ
う
に
見
え
る
遠

く
の
山
は
、
雪
を
頂
い
て
い
る
。
次
に
は
、
ど
ん
な
風
が
時
雨
を
運
ん
で
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

い
か
な
る
風
の
ま
た
時
雨
る
ら
む

　
　

39　

さ
だ
め
な
き
人
を
忘
れ
て
待
つ
暮
に

《
解 

釈
》
さ
っ
き
時
雨
が
通
り
過
ぎ
た
。
時
雨
は
さ
だ
め
な
く
行
く
も
の
だ
が
、
あ
の
人
も
時
雨
と

同
じ
で
浮
わ
つ
い
て
定
ま
り
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
も
忘
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
夕
暮

も
私
の
心
は
あ
の
人
を
待
つ
。
今
度
は
ど
ん
な
風
が
吹
い
て
、
私
の
袖
に
涙
の
時
雨
を
降
ら
せ

る
の
だ
ろ
う
か
。

※ 

「
時
雨
」
に
「
さ
だ
め
な
き
」
と
付
け
て
い
る
。
先
例
は
「
露
ば
か
り
降
り
こ
そ
残
れ
村
時
雨
／

さ
だ
め
の
な
き
や
風
の
浮
雲
」
（
応
永
二
十
五
年
二
月
二
十
三
日
「
何
人
」
九
／
一
〇
）
な
ど
。

※ 

「
時
雨
」
の
語
を
、
降
物
の
時
雨
と
涙
の
時
雨
と
に
重
層
的
に
用
い
て
、
不
誠
実
な
男
へ
の
恋
に

苦
し
む
女
性
の
心
理
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
語
の
連
鎖
も
美
し
い
。
宗
祇

連
歌
の
水
準
の
高
さ
が
よ
く
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
萱
草
』
（
伊
地
知
本
八
八
八
）
に
入
集
す

る
。

　
　
　
　
　

さ
だ
め
な
き
人
を
忘
れ
て
待
つ
暮
に

　
　

40　

げ
に
あ
だ
な
り
や
今
は
た
の
ま
じ

《
解 

釈
》
気
ま
ぐ
れ
で
浮
気
な
人
だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
つ
い
忘
れ
て
、
私
は
あ
の
人

を
待
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
待
っ
て
も
、
あ
の
人
は
来
な
い
。
や
は
り
、
本
当
に
誠
意

の
な
い
人
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
も
う
当
て
に
す
る
の
は
や
め
よ
う
と
思

う
が
、
果
た
し
て
、
私
に
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

※ 

「
今
は
た
の
ま
じ
」
は
「
も
う
当
て
に
し
な
い
の
だ
」
で
は
な
い
。
「
も
う
当
て
に
し
な
い
つ
も

り
だ
が
、
で
も
当
て
に
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
と
す
る
の
が
、
宗
祇
連
歌
に
対
す
る
正
し
い
態

度
で
あ
る
。
若
い
人
へ
の
老
婆
心
で
述
べ
る
。

　
　
　
　
　

げ
に
あ
だ
な
り
や
今
は
た
の
ま
じ

　
　

41　

後
の
世
を
祈
れ
と
神
や
思
ふ
ら
む

《
解 

釈
》
こ
の
世
は
、
何
事
も
は
か
な
く
定
め
の
な
い
も
の
だ
。
今
さ
ら
当
て
に
す
べ
き
で
は
あ
る

ま
い
。
神
も
、
後
世
の
こ
と
を
祈
れ
と
、
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

10
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※ 

「
草
む
す
ぶ
」
の
「
草
」
は
、
先
の
付
合
で
は
「
草
枕
」
の
「
草
」
、
そ
れ
が
、こ
の
付
合
で
は
「
草

庵
」
の
「
草
」
に
取
り
成
さ
れ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
だ
が
、
気
付
け
ば
面
白
い
。

　
　
　
　
　

た
け
る
真
柴
を
残
す
わ
び
人

　
　

23　

貯
へ
や
思
ひ
に
な
る
を
忘
る
ら
む

《
解 

釈
》
わ
び
住
ま
い
の
人
が
、
く
べ
て
い
た
柴
を
途
中
で
消
そ
う
と
す
る
。
多
分
、
節
約
し
て
貯

え
て
お
く
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
に
心
を
労
す
る
の
は
愚
か
だ
と
思
わ

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
せ
世
間
か
ら
も
捨
て
ら
れ
た
身
の
上
、
「
無
一
物
」
の
生
活
で
よ
い
で

は
な
い
か
。

※ 

前
句
を
推
測
的
に
理
由
づ
け
た
付
合
で
あ
る
が
、
発
想
に
意
外
性
が
あ
る
。
私
は
そ
こ
に
俳
諧
性

を
感
じ
る
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
第
四
八
句
、
第
九
八
句
を
参
照
さ
れ
た

い
。

　
　
　
　
　

貯
へ
や
思
ひ
に
な
る
を
忘
る
ら
む

　
　

24　

満
つ
れ
ば
欠
く
る
理
を
知
れ

《
解 

釈
》
人
は
な
ま
じ
貯
え
が
あ
る
と
、
そ
れ
を
減
ら
す
ま
い
と
心
を
労
し
が
ち
で
あ
る
。
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
も
の
は
減
る
の
が
当
然
だ
と
い
う
理
屈
を
本
当
に
知
れ
ば
、
悩
む
必
要
は
な
く
な

る
。

※ 

「
も
の
は
満
つ
れ
ば
欠
く
る
な
り
け
り
」
と
か
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
な
ら
ひ
な
り
け
り
」
と
か
す

る
の
が
普
通
。
そ
れ
を
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
理
を
知
れ
」
と
、
命
令
表
現
を
用
い
て
自
戒
す
る
よ

う
に
仕
立
て
る
所
が
、
い
か
に
も
宗
祇
流
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

満
つ
れ
ば
欠
く
る
理
を
知
れ

　
　

25　

さ
や
か
な
る
月
も
さ
か
り
の
短
夜
に

《
解 

釈
》
五
月
（
陰
暦
）
十
五
日
の
夜
、
澄
ん
だ
夏
の
月
が
夜
空
を
行
く
。
そ
の
月
は
、
今
夜
、
望

と
な
る
が
、
そ
の
次
の
瞬
間
に
は
、
も
う
欠
け
は
じ
め
る
の
だ
。
そ
れ
が
無
常
の
こ
の
世
の
理

だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
ろ
う
。

※ 

前
句
の
抽
象
的
命
題
を
、
正
統
的
で
美
し
い
語
の
連
鎖
で
見
事
に
具
象
化
し
て
い
る
。
『
萱
草
』（
伊

地
知
地
本
三
一
一
）
、
『
老
葉
』
（
宗
訊
筆
本
二
五
四
、
毛
利
本
二
四
八
、
筑
波
大
学
本
二
五
四
、

愚
句
老
葉
二
九
九
）
に
入
集
す
る
が
、
そ
れ
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
上
句
・
下
句
と
結
び
付
け
て
「
さ

や
か
な
る
月
も
さ
か
り
の
短
夜
に
満
つ
れ
ば
欠
く
る
理
を
知
れ
」
と
和
歌
に
し
た
ら
、
何
と
も
説

教
臭
い
一
首
で
し
か
な
く
な
る
。
連
歌
の
魅
力
は
何
よ
り
「
付
合
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
現
代
人
に
も
よ
く
理
解
さ
せ
る
例
の
一
つ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
『
愚
句
老
葉
』

自
注
は
「
こ
も
り
く
の
は
つ
せ
の
山
に
照
る
月
の
満
欠
け
し
て
ぞ
人
の
つ
ね
な
き
」（
万
葉
・
七
‐

一
二
七
〇
）
を
引
く
。

　
　
　
　
　

さ
や
か
な
る
月
も
さ
か
り
の
短
夜
に

　
　

26　

桜
が
う
へ
の
曙
の
色

《
解 

釈
》
四
月
（
陰
暦
）
十
五
日
の
夜
、
澄
ん
だ
満
月
が
空
を
行
く
。
し
か
し
、
や
は
り
夏
の
短
夜
、

東
の
空
は
ほ
の
か
に
明
る
く
な
り
は
じ
め
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、
地
上
の
桜
花
の
ま
だ
散
り
残
っ

て
い
る
姿
が
、
次
第
に
分
明
に
な
っ
て
く
る
。

※ 

先
の
付
合
は
五
月
十
五
日
の
こ
と
。
こ
の
付
合
で
は
四
月
十
五
日
の
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　

桜
が
う
へ
の
曙
の
色

　
　

27　

霞
よ
り
吉
野
の
御
嶽
鐘
鳴
り
て

《
解 

釈
》
春
爛
漫
の
吉
野
の
山
々
の
曙
。
東
の
方
が
ほ
の
か
に
明
る
く
な
り
は
じ
め
、
満
開
の
桜
が

霞
の
中
に
次
第
に
分
明
に
な
っ
て
ゆ
く
。
折
し
も
、
黎
明
を
告
げ
る
寺
の
鐘
の
音
が
鳴
り
響
く
。

※ 

「
吉
野
の
御
嶽
」
は
、
特
定
の
山
峰
で
は
な
く
、
奈
良
県
吉
野
郡
の
所
謂
吉
野
山
か
ら
山
上
が
岳

（
天
川
村
洞
川
）
に
か
け
て
の
山
々
の
総
称
で
あ
る
。
和
歌
で
は
「
金
の
御
嶽
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

※ 

『
萱
草
』（
伊
地
知
本
二
二
七
）
に
入
集
。
ま
た
『
名
所
句
集
』（
静
嘉
堂
文
庫
本
二
三
）
に
入
集
。

一
山
桜
満
開
の
吉
野
の
春
の
曙
の
情
趣
を
、
視
覚
に
聴
覚
を
加
え
て
見
事
に
表
現
し
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　

霞
よ
り
吉
野
の
御
嶽
鐘
鳴
り
て

　
　

28　

春
を
し
づ
か
に
つ
く
す
奥
山

《
解 

釈
》
霞
に
包
ま
れ
た
晩
春
の
吉
野
の
奥
山
。
静
寂
の
中
、
寺
の
入
相
の
鐘
が
鳴
り
響
く
。
春
は

今
日
で
尽
き
る
の
だ
。

　
　
　
　
　

春
を
し
づ
か
に
つ
く
す
奥
山

　
　

29　

時
に
あ
ふ
人
や
う
つ
れ
ば
恨
む
ら
む

《
解 

釈
》
奥
山
で
の
独
居
生
活
。
春
は
今
日
、
静
か
に
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
。
時
の
移
り
変
わ
り
は
、

世
を
捨
て
た
自
分
に
は
恨
ん
で
も
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
だ
が
、
時
流
に
合
い
、
我
が
世
の
春

を
謳
歌
し
て
い
る
人
な
ら
、
そ
れ
を
恨
め
し
く
思
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

時
に
あ
ふ
人
や
う
つ
れ
ば
恨
む
ら
む

　
　

30　

契
り
置
く
こ
そ
世
は
は
か
な
け
れ

《
解 

釈
》
無
常
の
世
の
中
。
永
遠
に
い
つ
ま
で
も
な
ど
と
契
り
を
交
わ
す
こ
と
も
、
所
詮
は
か
な
い

こ
と
だ
。
時
め
い
て
い
る
人
も
、
い
つ
か
寵
愛
が
他
の
女
性
に
移
れ
ば
、
恨
め
し
く
思
う
こ
と

だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

契
り
置
く
こ
そ
世
は
は
か
な
け
れ

　
　

31　

風
の
露
日
か
げ
の
霜
を
命
に
て

《
解 

釈
》
風
が
吹
け
ば
露
は
吹
き
散
ら
さ
れ
、
日
に
照
ら
さ
れ
れ
ば
霜
は
消
え
る
。
人
の
命
は
不
定

な
も
の
な
の
に
、
永
遠
に
い
つ
ま
で
も
と
契
り
を
交
わ
す
。
は
か
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

風
の
露
日
か
げ
の
霜
を
命
に
て

　
　

32　

ま
よ
ふ
心
や
雲
霧
の
は
て

《
解 

釈
》
風
が
吹
け
ば
露
は
吹
き
散
ら
さ
れ
、
日
に
照
ら
さ
れ
れ
ば
霜
は
消
え
る
。
人
の
命
が
不
定

な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
解
っ
て
い
て
も
、
私
の
心
は
、
な
お
果
て
の
な
い
雲
霧
の
中
を
迷
い
行

く
の
だ
。

※ 

「
霜
」
に
「
ま
よ
ふ
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
隠
れ
ぬ
ほ
ど
の
霜
の
下
草
／
枯
る
ゝ
野
は
露
も
や

ど
り
や
ま
よ
ふ
ら
む
」
（
永
原
千
句
・
第
八
「
山
何
」
八
二
／
八
三
）
な
ど
。
証
歌
は
「
霜
ま
よ

ふ
空
に
し
を
れ
し
雁
が
ね
の
帰
る
つ
ば
さ
に
春
雨
ぞ
降
る
」
（
新
古
今
・
一
‐
六
三
、
藤
原
定
家

11
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※ 

「
老
木
」
に
「
朽
つ
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
あ
は
れ
老
木
の
花
は
落
ち
に
き
／
朽
ち
ぬ
さ
へ
柳

は
よ
わ
き
風
の
音
」
（
大
山
祇
神
社
法
楽
長
禄
三
年
千
句
・
第
九
「
何
田
」
二
六
／
二
七
）
な
ど
。

た
だ
し
「
老
木
」
に
「
朽
つ
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

朽
ち
ず
は
い
と
ゞ
身
を
い
か
に
せ
む

　
　

13　

愚
か
な
る
名
を
や
と
め
む
と
嘆
く
世
に

《
解 

釈
》
恥
多
き
人
生
。
こ
れ
以
上
生
き
な
が
ら
え
た
と
し
て
も
、
た
だ
恥
を
重
ね
て
、
愚
か
者
と

し
て
の
名
を
世
に
残
す
だ
け
だ
ろ
う
。
早
く
死
ん
で
し
ま
い
た
い
。
我
が
身
を
ど
う
し
よ
う
と

い
う
思
い
が
つ
の
る
ば
か
り
だ
。

　
　
　
　
　

愚
か
な
る
名
を
や
と
め
む
と
嘆
く
世
に

　
　

14　

思
ひ
も
す
て
よ
浅
き
こ
と
の
葉

《
解 

釈
》
和
歌
の
道
に
志
し
た
も
の
の
、
全
く
上
達
し
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
た
だ
下
手
な
歌
よ

み
と
言
わ
れ
て
お
わ
る
だ
け
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
上
手
な
歌
が
詠
め
な
い
の
な
ら
、
歌
道
へ

の
執
着
は
い
っ
そ
き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　

思
ひ
も
す
て
よ
浅
き
こ
と
の
葉

　
　

15　

偽
り
に
た
え
ぬ
契
り
の
は
て
も
憂
し

《
解 

釈
》
「
必
ず
」
と
言
っ
た
の
に
、
あ
の
人
は
昨
夜
も
来
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
、
あ
の
人
の
こ
と
だ

か
ら
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
う
わ
べ
ば
か
り
の
言
い
訳
を
し
て
、
ま
た
私
の
所
に
や
っ
て
来

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
が
、
今
ま
で
何
度
あ
っ
た
こ
と
か
。
そ
ん
な
不
実
な
人
を
い

つ
ま
で
も
頼
り
に
す
る
よ
り
、
い
っ
そ
き
っ
ぱ
り
と
関
係
を
断
ち
切
る
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

※ 

「
浅
き
こ
と
の
葉
」
を
男
の
不
誠
実
な
約
束
に
取
り
な
し
て
、
句
境
を
恋
に
鮮
や
か
に
転
じ
て
い

る
。

※ 

「
偽
り
に
た
え
ぬ
契
の
果
」
と
い
う
表
現
が
や
は
り
絶
品
。
そ
れ
を
「
も
憂
し
」
と
端
的
な
心
情

表
現
で
締
め
く
く
る
。
い
か
に
も
宗
祇
と
思
わ
せ
る
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
つ

『
熊
野
千
句
』
第
五
「
何
路
」
に
は
「
偽
り
に
絶
え
ぬ
契
り
に
な
り
に
け
り
」
と
い
う
類
似
の
句

が
見
え
る
。
作
者
は
七
賢
の
一
人
で
あ
る
行
助
だ
が
、
レ
ベ
ル
の
差
は
歴
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

偽
り
に
た
え
ぬ
契
り
の
は
て
も
憂
し

　
　

16　

か
よ
ひ
し
人
も
夢
の
う
き
橋

《
解 

釈
》
も
う
ず
っ
と
あ
の
人
は
私
に
会
い
に
来
て
く
れ
な
い
。
い
つ
ま
で
も
と
誓
っ
た
あ
の
人
の

こ
と
ば
は
、
偽
り
だ
っ
た
の
だ
。
け
れ
ど
、
私
は
あ
の
人
を
頼
っ
て
生
き
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
。

私
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
昔
、
あ
の
人
が
毎
夜
の
よ
う
に
通
っ
て
き
て
く
れ
て

い
た
の
は
、
あ
れ
は
夢
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

か
よ
ひ
し
人
も
夢
の
う
き
橋

　
　

17　

尋
ね
見
る
横
川
の
月
の
か
げ
更
け
て

《
解 

釈
》
以
前
、
通
っ
た
女
性
の
行
方
を
尋
ね
て
、
私
は
こ
の
横
河
に
や
っ
て
き
た
。
夜
が
更
け
て
、

月
の
光
が
皓
々
と
あ
た
り
を
照
ら
し
て
い
る
。
全
て
が
夢
の
世
界
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
気
が

す
る
。

※ 

前
句
の
「
か
よ
ひ
し
人
」
は
、
こ
の
付
合
で
は
「
私
が
過
去
に
行
き
通
っ
た
所
の
人
」
と
な
る
。

※ 

勿
論
『
源
氏
物
語
』
夢
浮
橋
巻
の
面
影
で
あ
る
。
前
句
の
「
か
よ
ひ
し
人
」
は
浮
舟
、
尋
ね
る
人

は
薫
で
あ
る
。
巻
の
冒
頭
に
「
山
に
お
は
し
て
、
例
せ
さ
せ
給
ふ
や
う
に
、
経
・
仏
な
ど
供
養
ぜ

さ
せ
給
ふ
。
ま
た
の
日
は
、
横
川
に
お
は
し
た
れ
ば
」
云
々
と
あ
る
。

　
　
　
　
　

尋
ね
見
る
横
河
の
月
の
か
げ
更
け
て

　
　

18　

峰
な
る
寺
は
た
ゞ
秋
の
風

《
解 

釈
》
横
河
の
峰
の
寺
を
尋
ね
て
や
っ
て
来
た
。
夜
が
更
け
て
、
月
の
光
が
皓
々
と
あ
た
り
を
照

ら
し
、
秋
風
が
吹
き
過
ぎ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

峰
な
る
寺
は
た
ゞ
秋
の
風

　
　

19　

鹿
な
ら
で
落
葉
を
わ
く
る
跡
も
な
し

《
解 

釈
》
秋
風
の
吹
く
峰
の
寺
。
人
影
は
見
え
ず
、
落
葉
の
つ
も
っ
た
道
を
分
け
て
行
く
の
は
、
た

だ
鹿
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

鹿
な
ら
で
落
葉
を
わ
く
る
あ
と
も
な
し

　
　

20　

枯
野
の
木
か
げ
霜
う
づ
む
頃

《
解 

釈
》
冬
の
枯
野
。
木
陰
に
は
落
葉
が
た
ま
り
、
そ
れ
が
一
面
の
霜
に
覆
わ
れ
、
鹿
の
足
跡
だ
け

が
点
々
と
残
さ
れ
て
い
る
。

※ 

「
落
葉
」
に
「
霜
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
水
草
ゐ
る
流
れ
に
秋
の
落
葉
し
て
／
霜
に
鴫
た
つ
暮

の
さ
び
し
さ
」
（
三
島
千
句
・
第
二
「
何
船
」
七
五
／
七
六
）
な
ど
、
い
か
に
も
宗
祇
好
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

枯
野
の
木
か
げ
霜
う
づ
む
頃

　
　

21　

草
む
す
ぶ
朝
戸
を
寒
み
日
の
さ
し
て

《
解 

釈
》
冬
の
朝
、
旅
宿
を
出
る
。
外
の
寒
さ
は
厳
し
い
が
、
そ
れ
で
も
日
は
射
し
て
い
る
。
そ
の

日
射
し
で
枯
野
の
霜
は
解
け
は
じ
め
て
い
る
が
、
日
の
当
た
ら
な
い
木
陰
は
、
ま
だ
霜
に
覆
わ

れ
た
ま
ま
だ
。

※ 

「
朝
戸
を
寒
み
日
の
さ
し
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
前
句
の
「
木
か
げ
霜
う
づ
む
」
を
見
事
に
処
理

し
て
い
る
。
「
草
む
す
ぶ
朝
戸
あ
く
れ
ば
日
を
寒
み
」
な
ど
と
付
け
る
の
が
凡
庸
の
技
。
ち
ょ
っ

と
し
た
違
い
の
よ
う
で
も
、
実
は
大
差
で
あ
る
こ
と
に
、
若
い
人
は
気
づ
い
て
ほ
し
い
。
や
は
り

宗
祇
。

※ 
「
草
む
す
ぶ
」
は
、
旅
中
だ
と
い
う
こ
と
を
い
う
表
現
で
、
具
体
的
に
植
物
の
「
草
」
を
結
ぶ
こ

と
で
は
な
い
の
で
、
植
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
い
（
「
草
枕
」
も
同
じ
）
。
従
っ
て
、
植
物
は
第

一
九
句
（
落
葉
）・
第
二
〇
句
（
木
か
げ
）
の
二
句
で
棄
て
ら
れ
て
お
り
、
指
合
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

草
む
す
ぶ
朝
戸
を
寒
み
日
の
さ
し
て

　
　

22　

た
け
る
真
柴
を
残
す
わ
び
人

《
解 

釈
》
侘
人
の
住
む
茅
屋
。
朝
に
な
っ
て
、
戸
を
開
け
る
。
外
の
寒
さ
は
厳
し
い
が
、
そ
れ
で
も

日
は
射
し
て
い
る
。
も
う
こ
れ
以
上
寒
く
な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
く
べ
て
い
た
柴
を
消

す
の
だ
。

12
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ろ
う
。

　
　
　
　
　

霞
に
近
き
雪
の
面
か
げ

　
　

03　

水
煙
る
深
山
の
氷
ひ
ま
見
え
て

《
解 

釈
》
冬
の
間
は
氷
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
深
山
の
水
も
、
春
に
な
っ
て
融
け
は
じ
め
、
そ
れ
が
春

の
日
差
し
を
う
け
て
、
水
蒸
気
と
な
っ
て
立
ち
昇
っ
て
い
る
。
遠
く
の
山
々
は
ほ
ん
の
り
と
う

す
く
霞
ん
で
見
え
る
が
、
あ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
雪
は
、
今
は
も
う
見
え
な
い
。

※ 

「
水
が
煙
る
」
と
は
要
す
る
に
水
蒸
気
が
立
つ
こ
と
。
連
歌
で
は
「
水
煙
る
江
に
船
か
へ
る
見
ゆ
」

（
長
享
二
年
正
月
一
日
「
何
木
」
四
八
）
な
ど
と
好
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
勅
撰
集
に
は
例
が

見
出
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
『
草
根
集
』
に
は
「
氷
と
く
山
下
水
に
立
つ
煙
の
ぼ
る
も
霞
む
朝
日
影

か
な
」（
二
五
九
）
な
ど
多
数
詠
ま
れ
て
い
る
。
第
二
句
の
「
霞
に
近
き
」
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

　
　
　
　
　

水
煙
る
深
山
の
氷
ひ
ま
見
え
て

　
　

04　

夕
風
あ
ら
き
川
づ
ら
の
里

《
解 

釈
》
冬
の
間
は
氷
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
深
山
の
水
も
融
け
は
じ
め
、
こ
の
川
に
面
し
た
里
で
は
、

そ
れ
が
春
の
日
差
し
を
う
け
て
、
水
蒸
気
と
な
っ
て
立
ち
昇
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
春
は
ま

だ
浅
く
、
夕
方
に
な
る
と
風
は
荒
く
な
る
。

　
　
　
　
　

夕
風
あ
ら
き
川
づ
ら
の
里

　
　

05　

芦
そ
よ
ぐ
か
げ
に
小
船
や
と
ま
る
ら
む

《
解 

釈
》
川
に
面
し
た
里
。
夕
方
に
な
っ
て
風
が
荒
く
な
っ
て
、
汀
の
芦
が
激
し
く
そ
よ
い
で
い
る
。

私
を
乗
せ
た
小
船
は
、
今
宵
、
そ
の
陰
に
停
泊
し
て
一
夜
を
過
ご
す
の
だ
ろ
う
。

※ 

「
風
」
に
「
そ
よ
ぐ
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
月
残
る
入
江
の
松
に
風
お
ち
て
／
秋
ゆ
く
道
に
そ
よ

ぐ
荻
原
」
（
寛
正
六
年
十
二
月
十
四
日
「
何
船
」
三
／
四
）
な
ど
。
た
だ
し
、「
風
」
に
「
そ
よ
ぐ
」

と
付
け
る
の
は
、
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

※ 

『
萱
草
』
に
入
集
（
伊
地
知
本
一
一
二
四
）
。
『
老
葉
』
に
入
集
（
宗
訊
筆
本
七
五
八
、
愚
句
老
葉

八
五
九
）
。
『
愚
句
老
葉
』
自
注
に
「
や
す
〳
〵
と
あ
る
句
な
が
ら
、
河
づ
ら
の
旅
泊
お
も
ひ
や
り

給
ふ
べ
し
」
と
見
え
る
。
的
確
な
指
摘
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

芦
そ
よ
ぐ
か
げ
に
小
船
や
と
ま
る
ら
む

　
　

06　

か
ゝ
れ
ば
露
を
は
ら
ふ
旅
人

《
解 

釈
》
旅
人
を
乗
せ
た
船
が
芦
原
の
陰
に
見
え
隠
れ
す
る
。
多
分
、
そ
こ
に
停
泊
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
芦
が
風
に
そ
よ
ぐ
た
び
に
、
葉
の
上
に
置
か
れ
た
露
が
袖
に
降
り
か
か
る

の
で
、
旅
人
は
そ
の
度
ご
と
に
そ
れ
を
う
ち
払
う
の
だ
。

　
　
　
　
　

か
ゝ
れ
ば
露
を
は
ら
ふ
旅
人

　
　

07　

鳴
く
虫
の
心
し
ら
る
ゝ
野
辺
に
寝
て

《
解 

釈
》
秋
の
野
に
一
夜
の
宿
り
を
と
る
。
鳴
く
虫
の
声
が
聞
こ
え
る
。
虫
よ
、
お
前
も
寂
し
く
て

鳴
い
て
い
る
の
か
。
旅
人
は
袖
に
降
り
か
か
っ
た
露
を
払
う
。
そ
れ
は
、
秋
の
野
の
夜
露
な
の

だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
旅
人
の
こ
ぼ
し
た
涙
な
の
だ
ろ
う
か
。

※ 

「
鳴
く
虫
の
心
し
ら
る
ゝ
」
と
い
う
表
現
、
い
か
に
も
悉
皆
有
情
の
宗
祇
の
世
界
と
言
え
よ
う
。

「
か
ゝ
れ
ば
露
を
は
ら
ふ
旅
人
／
色
〳
〵
の
秋
の
虫
鳴
く
野
辺
に
寝
て
」
な
ど
と
す
る
の
と
は
大

差
で
あ
る
。

※ 

「
露
」
に
「
虫
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
も
ゝ
く
さ
の
数
を
尽
く
し
て
置
く
露
に
／
鳴
く
音
も
す
ご

し
虫
の
声
〴
〵
」（
応
永
二
十
七
年
五
月
二
十
五
日
「
何
路
」
二
九
／
三
〇
）
な
ど
。
証
歌
は
「
秋

の
夜
は
露
こ
そ
こ
と
に
寒
か
ら
し
草
む
ら
ご
と
に
虫
の
わ
ぶ
れ
ば
」
（
古
今
・
四
‐
一
九
九
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

鳴
く
虫
の
心
し
ら
る
ゝ
野
辺
に
寝
て

　
　

08　

枕
す
さ
ま
じ
更
け
や
は
つ
ら
む

《
解 

釈
》
秋
の
野
に
一
夜
の
宿
り
を
と
る
。
鳴
く
虫
の
声
が
聞
こ
え
る
。
虫
よ
、
お
前
も
寂
し
く
て

鳴
い
て
い
る
の
か
。
私
も
寂
し
く
て
仕
方
が
な
い
の
だ
。
あ
た
り
は
余
り
に
も
荒
涼
と
し
た
雰

囲
気
で
、
中
々
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
う
真
夜
中
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

※ 

「
寝
」
に
「
枕
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
寝
る
ほ
ど
も
な
く
て
や
旅
は
い
そ
ぐ
ら
む
／
枕
む
な
し
き

船
の
か
ぢ
音
」
（
初
瀬
千
句
・
第
五
「
何
木
」
七
／
八
）
な
ど
。
証
歌
の
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　

枕
す
さ
ま
じ
更
け
や
は
つ
ら
む

　
　

09　

ゆ
く
月
も
遠
き
砧
の
残
る
夜
に

《
解 

釈
》
秋
の
夜
、
遠
く
で
砧
の
声
が
す
る
。
眠
ろ
う
と
し
て
も
、
余
り
に
荒
涼
と
し
た
雰
囲
気
で

寝
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
月
は
大
空
を
行
く
。
も
う
真
夜
中
だ
ろ
う
か
。
砧
の
声
は
ま
だ
止

ま
な
い
。

※ 

「
遠
き
砧
の
残
る
夜
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
、
絶
品
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
に
「
月
」

と
「
砧
」
と
を
詠
ん
で
も
「
待
ち
出
づ
る
月
に
砧
の
音
添
ひ
て
」
（
文
禄
三
年
三
月
四
日
「
何
衣
」

九
一
）
な
ど
、
決
し
て
マ
ズ
い
句
で
は
な
い
が
、
や
は
り
レ
ベ
ル
が
違
う
。

　
　
　
　
　

ゆ
く
月
も
遠
き
砧
の
残
る
夜
に

　
　

10　

つ
ら
き
風
と
ふ
山
も
と
の
庵

《
解 

釈
》
秋
の
山
も
と
の
庵
。
遠
く
か
ら
砧
の
音
が
聞
こ
え
る
。
訪
れ
る
の
は
寂
し
さ
を
募
ら
せ
る

風
ば
か
り
。
眠
ろ
う
と
し
て
も
寝
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
月
は
大
空
を
行
く
。
砧
の
声
は
ま

だ
止
ま
な
い
。

　
　
　
　
　

つ
ら
き
風
と
ふ
山
も
と
の
庵

　
　

11　

老
木
こ
そ
な
ほ
我
が
友
と
松
を
見
て

《
解 

釈
》
秋
の
山
本
の
庵
。
世
間
か
ら
捨
て
ら
れ
た
私
を
訪
れ
る
の
は
、
寂
し
さ
を
募
ら
せ
る
風
ば

か
り
。
そ
ん
な
私
の
気
持
ち
を
知
っ
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
年
老
い
た
こ
の
松
の
木
だ

け
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

老
木
こ
そ
な
ほ
我
が
友
と
松
を
見
て

　
　

12　

朽
ち
ず
は
い
と
ゞ
身
を
い
か
に
せ
む

《
解 

釈
》
年
老
い
、
世
間
か
ら
捨
て
ら
れ
た
私
の
気
持
ち
を
知
っ
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
同

じ
よ
う
に
年
老
い
た
こ
の
松
の
木
だ
け
だ
。
今
さ
ら
何
の
望
み
も
な
い
。
早
く
死
ん
で
し
ま
い

た
い
と
思
う
。
こ
れ
以
上
生
き
な
が
ら
え
て
も
、
我
が
身
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
つ
の

る
ば
か
り
だ
。

13
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宗
祇
の
独
吟
連
歌
中
、
初
期
の
傑
作
と
称
さ
れ
る
「
月
の
秋
花
の
春
立
つ
朝
か
な
」
を
発

句
と
す
る
百
韻
に
対
し
、
現
在
の
研
究
レ
ベ
ル
に
則
っ
た
注
解
を
提
供
す
る
。

　

本
稿
が
取
り
扱
う
連
歌
は
、
宗
祇
が
応
仁
二
年
（
ま
た
は
文
明
二
年
）
正
月
一
日
に
詠
じ
た
と
伝

え
ら
れ
る
独
吟
百
韻
で
あ
る
（
両
角
倉
一
氏
『
連
歌
師
宗
祇
の
伝
記
的
研
究
』
二
二
五
ペ
ー
ジ
）
。

そ
れ
が
宗
祇
初
期
の
傑
作
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
中
の
一
一
句
が
、
自
撰
句
集
『
萱
草
』
『
老
葉
』

の
諸
本
に
入
集
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
あ
げ
る
だ
け
で
、
も
う
十
分
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
れ

に
つ
い
て
、
今
日
の
研
究
レ
ベ
ル
に
則
し
た
注
解
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

テ
キ
ス
ト
は
、
江
藤
保
定
氏
『
宗
祇
の
研
究
』
資
料
編
所
載
の
も
の
を
基
礎
と
し
、
諸
本
と
校
合

し
て
、
仕
立
・
付
合
・
去
嫌
の
面
で
も
っ
と
も
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
設
定
し
て
用
い
た
。

た
だ
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、
そ
の
設
定
の
過
程
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
は
省
略
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寄
合
の
指
摘
も
連
歌
の
注
解
で
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
必
要
最
小
限
と

し
た
。
去
嫌
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
一
覧
表
の
形
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
連
歌
去
嫌
の
総
合
的
再
検
討
」
（
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
「
研
究
紀
要
」
第
五
二
号
）
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
覧
表
の
「
凡
例
」
も
、
そ
こ
に
譲
る
。

以
上
、
各
点
、
了
解
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　

応
仁
二
年
正
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　

賦
何
人
連
歌

　
　

01　

月
の
秋
花
の
春
立
つ
あ
し
た
か
な

《
解 

釈
》
秋
に
は
月
を
愛
で
、
春
に
は
花
を
愛
で
る
。
そ
ん
な
折
節
ご
と
の
情
趣
に
満
ち
た
一
年
が
、

ま
た
、
こ
の
朝
か
ら
始
ま
る
の
だ
。

※
賦
物
は
「
何
人
」
。
句
中
の
「
月
」
に
よ
り
「
月
人
」
と
賦
さ
れ
る
。

※ 

応
仁
二
年
正
月
一
日
の
詠
。
他
に
文
明
二
年
正
月
一
日
の
詠
と
す
る
伝
本
も
あ
る
。
本
稿
で
は
現

在
の
多
数
説
に
従
い
応
仁
二
年
説
を
用
い
る
が
、
第
四
二
句
を
参
照
さ
れ
た
い
。

※ 

『
萱
草
』
に
入
集
（
伊
地
知
本
一
）
。
『
老
葉
』
に
入
集
（
宗
訊
筆
本
一
六
〇
三
、
毛
利
本

一
五
五
九
、
筑
波
大
学
本
一
五
四
三
）
。
『
自
然
斎
発
句
』
に
入
集
（
岩
波
文
庫
本
一
）
。

　
　
　
　
　

月
の
秋
花
の
春
立
つ
あ
し
た
か
な

　
　

02　

霞
に
近
き
雪
の
面
か
げ

《
解 
釈
》
秋
に
は
月
を
愛
で
、
春
に
は
花
を
愛
で
る
。
そ
ん
な
折
節
ご
と
の
情
趣
に
満
ち
た
一
年
が
、

ま
た
こ
の
朝
か
ら
始
ま
る
。
山
々
は
ほ
ん
の
り
と
薄
霞
ん
で
見
え
る
が
、
あ
の
あ
た
り
は
、
冬

の
間
は
白
く
雪
が
積
も
っ
て
い
た
の
だ
。

※ 

「
霞
に
近
き
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
勅
撰
集
に
は
見
え
ず
、
調
査
の
範
囲
で
「
道
の
べ
を
へ

だ
つ
る
ほ
ど
は
見
え
わ
か
で
霞
に
近
き
遠
の
里
人
」
（
草
根
集
・
三
六
〇
）
が
検
出
さ
れ
た
唯
一

の
例
。
た
だ
し
、
連
歌
で
は
「
山
里
の
霞
に
近
く
庵
し
め
て
」
（
太
神
宮
法
楽
千
句
・
第
二
「
何
木
」

七
三
）
な
ど
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
連
歌
と
冷
泉
派
の
和
歌
と
の
親
近
性
を
示
唆
す
る
事
象
で
あ

宗
祇
独
吟
「
月
の
秋
」
百
韻
注
解

勢 

田　

勝 

郭
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